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社団法人全国高等専門学校体育協会マーク

全国高等専門学校体育協会マーク

手は技術を表わす。

手を開いた親指の部分を首、他の4本を翼にして、鳩を表徴している。

鳩は平和と共に伝書鳩の速力と正確さを表徴する。

下の楕円は大地を意味し、技術がしっかりと地についたものであること

を求める。

心、技、体の3つが立派に調和した姿を青年諸君に強く期待する。

私はこのような心持でこのマークを作ったのである。

昭和42年 盛夏             赤 澤 鉱太郎

作家のご紹介

都高等工芸学校助教授

都市染色試験所図案部長

京

京

一九

一九



次

社団法人全国高等専門学校体育協会会長あいさつ
。・・・・・・・

文部科学大臣 祝辞・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

目

第45
大 会

全国高等専門学校体育大会実行委員長あいさつ
。・・・・

役 員・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

第 45 全国高等専門学校体育大会実施要項

ロ

口

１

２

３

４

６

８

１

実 行 委 員 会・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

競技種目・競技日程・開催校・競技会場一覧表

第45回 全国高等専門学校体育大会

第34回全日本高等専門学校バドミントン選手権大会

歓迎のあいさつ 。・・・・・・・・・・・・・・・・・・・
・・

大会日程・式典次第・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

大会役員・競技役員

実 施 要 項

競技上・審判上 。体育館使用上の注意

大 会 会 場 図・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

タイムテーブル・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

競 技 組 合 わ せ ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

選 手 名 簿

栄 光 の 記 録

13

16

17

19
0 04 乙

24

25

26
0 00 乙

43



あ い さ ′

1)

社団法人 全国高等専門学校体育協会

会 長 赤 坂  裕

このたび,東海北陸を担当地区として開催されます第 45回全国高等専門学校

体育大会に,全国 57校 62キャンパスの高等専門学校を代表する学生諸君が集

い「心にきざめ !青春の輝き」をスローガンに,盛大なる若人の祭典が繰り広

げられますことは,誠に喜びにたえません。

大会は,富山高等専門学校を担当校として,同校並びに石川工業高等専門学

校,福井工業高等専門学校,岐阜工業高等専門学校,沼津工業高等専門学校 ,

豊田工業高等専門学校,鳥羽商船高等専門学校,鈴鹿工業高等専門学校,金沢

工業高等専門学校及び神戸市立工業高等専門学校の10校を開催校として14種

目の競技が行われます。全国8地区の予選を勝ち抜いて本大会出場の栄誉を得

られた皆さんが,これまでの厳しい練習で培ってこられた力を遺憾なく発揮さ

れ,正々堂々と健闘されるとともに,それぞれの競技を通して友情の輪が育ま

れることを期待しております。

本大会の目的は,高等専門学校教育の一環として,学生に広くスポーツ実践

の機会を与え,技術の向上とアマチュアスポーツ精神の高揚を図り,心身とも

に健康な学生を育成するとともに,高等専門学校学生相互の親睦を図ることに

あります。

参加される皆さん一人ひとりが本大会の目的を念頭におかれ,高等専門学校

の学生として,また,スポーツを愛する人間として節度ある行動のもとに,所

期の目的を達成されますことを期待します。

終わりになりますが,本大会の開催に当たり多大なるご尽力をいただきまし

た競技開催校の関係者各位に深く感謝いたします。

また,関係各競技団体, ご支援くださいました文部科学省,財団法人日本体

育協会,富山県,石川県,福井県,岐阜県,静岡県,愛知県,二重県,富山市,

射水市,高岡市,金沢市,福井市,岐阜市,富士市,沼津市,豊田市,鈴鹿市,

伊勢市,鳥羽市,津幡町をはじめ, ご協力くださいました多くの皆様に心より
お礼申し上げ,挨拶といたします。
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祝  辞

文部科学 大臣

川 端 達 夫

第 45回全国高等専門学校体育大会が、全国各地から選ばれた多数
の参加者を得て、盛大に開催されますことを、心よりお祝い申し上げ

ます。

本大会への出場を果たされた選手の皆さん、本当におめでとうござ
います。ここに至るまでの皆さんの懸命な努力に敬意を表します。ま

た同時にこの結果は個人の努力のみならず、日々熱心に皆さんを支え

てこられた御家族や指導者をはじめとする関係の皆様の御尽力のたま

ものであります。

スポーツは、身体能力の向上はもとより、情緒面や知的な発達を促

し、コミュニケー ション能力や論理的思考力をは ぐくむ ことにも資す

るものであ り、人々に夢や感動を与え、社会のきずなや活力を生みだ

す役割をも担 ってきま した。

本大会は、高等専門学校教育の一環として開催され、全国の高等専

門学校学生の目指す最高峰の大会として、技術の向上とスポーツ精神

の高揚を図り、心身ともに健康な学生を育成することに大きく貢献し

てきた伝統ある大会です。

選手の皆 さんは、 日頃の練習の成果を最大限発揮す るとともに、全

国か ら集 まった仲間 と大いに交流を深めてください。本大会への参加

が、皆 さんの今後の人生における大きな財産 となることを期待 してお

ります。

終わ りに、本大会の開催に尽力された社団法人全国高等専門学校体

育協会をは じめ とする関係の皆様に深 く敬意を表するとともに、本大

会の成功を祈念 して、お祝いの言葉 といた します。
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第45回全国高等専門学校体育大会

実行委員長 米 田 政 明
(富 山高等専門学校長 )

このたび,全国 57校 62キ ャンパスの高等専門学校を代表する約 2,700

名の選手を,主 にここ東海北陸地区にお迎え し,第 45回全国高等専門学

校体育大会を開催できます ことは,誠に喜びにたえません。競技開催校
を代表 して心か ら歓迎 申し上げます。

本大会は ,「心にきざめ !青春の輝 き」をスローガンに 14種 目の競技
が,富 山高等専門学校 (陸上,ソ フ トテニス,柔道),石川工業高等専門
学校 (硬式野球 ,テ ニス),福井工業高等専門学校 (卓球 ,剣道),岐阜
工業高等専門学校 (バ スケ ットボール),沼津工業高等専門学校 (水泳 ),

豊田工業高等専門学校 (サ ッカー),鳥羽商船高等専門学校 (バ レーボー

ル),鈴鹿工業高等専門学校 (バ ドミン トン),金沢工業高等専門学校 (ハ
ン ドボール)の 東海北陸地区 9高専 , さらに神戸市立工業高等専門学校
(ラ グビーフッ トボール)を加え,合計 10高 専で開催 されます。
各地区の代表 としてこの全国大会に出場 されます選手の皆 さんには ,

日頃の厳 しい練習で培 った技術,体力,精神力を存分に発揮 され,若者
らしく,はつ らつ とした試合を展開 され ることを期待 します。
また,本大会のスローガン 「心にきざめ !青春の輝 き」には,出場す
る選手諸君のそれぞれの青春時代の一瞬のきらめきであるか もしれない

けれ ど,輝か しい記憶 として永遠に心に残 る大会 となってほ しいとい う
願いが込められています。先にも触れま した とお り,試合にあっては ,

実力を十分発揮 し,正 々堂々と健闘 され ることを希望 しますが, さらに
は,競技を通 じて選手間の親睦 と交流を一層深め, この大会出場が皆 さ
んにとって生涯忘れ得ない,青春の思い出となることを期待 してお りま
す。

最後に本大会を開催す るにあた り,多 大なご支援 とご助力を賜 りま し
た関係諸機関・団体並びに関係各位に心か ら感謝申 し上げま して歓迎の

挨拶 といた します。
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大 会 役 員
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(財 )

(財 )

(財 )

名 誉 会 長

日 本 陸 上 競 技 連 盟 会 長

日本バスケットボール協会会長職務 fヽ 行

日 本 バ レ ー ボ ー ル 協 会 会 長

日 本 サ ッ カ ー 協 会 会 長

日 本 ハ ン ド ボ ー ル 協 会 会 長

日 本 テ ニ ス 協 会 会 長

日 本 パ ド ミ ン ト ン 協 会 会 長

鹿児島工業高等専門学校長

E
,て

平

郎

夫

昭

英

明

輔

洋

太

正

基

佳

正

民

野

生

木

飼

邊

田

貫

河

麻

立

大

渡

盛

綿

F
,て△

本

赤 坂   裕

大阪 府 立 工業 高等 専門 学 校長

石 川 工 業 高 等 専 門 学 校 長

岐 阜 工 業 高 等 専 門 学 校 長

豊 田 工 業 高 等 専 門 学 校 長

鈴 鹿 工 業 高 等 専 門 学 校 長

神 戸市 立 工業 高等 専 門学 校 長

文 部 科 学 省 高 等 教 育 局 長

(財)日 本 体 育 協 会 会 長

(財 )日 本 水 泳 連 盟 会 長

富  山  県  知  事

岐 阜 県 知 事

愛 知 県 知 事

富 山 県 教 育 委 員 会 教 育 長

福 井 県 教 育 委 員 会 教 育 長

静 岡 県 教 育 委 員 会 教 育 長

稔
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文

明

大

福

稔
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近畿大学 工業高等専門学校長

福 井 工 業 高 等 専 門 学 校 長

沼 津 工 業 高 等 専 門 学 校 長

鳥 羽 商 船 高 等 専 門 学 校 長

金 沢 工 業 高 等 専 門 学 校 長

富 山 高 等 専 門 学 校 長

保

朗

夫

一

肇

秋

朗

紘

徹

喜

和

隆
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文部科学省スポーツ・青少年局長

(財 )全 日 本 剣 道 連 盟 会 長

彦

光

幸

義

村

安

布

武

石  り|1  県  知  事

静 岡 県 知 事

二 重 県 知 事

石 川 県 教 育 委 員 会 教 育 長

岐 阜 県 教 育 委 員 会 教 育 長

愛 知 県 教 育 委 員 会 教 育 長

憲

太

彦

康

子

明

正

平

昭

博

祀

秀

本
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川
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松

今
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二 重 県 教 育 委 員 会 教 育 長

富   山   市   長

高 岡 市 長

福 井 市 長

富 士 市 長

豊 田 市 長

伊 勢 市 長

津 幡 町 長

富 山 市 教 育 委 員 会 教 育 長

高 岡 市 教 育 委 員 会 教 育 長

福 井 市 教 育 委 員 会 教 育 長

富 士 市 教 育 委 員 会 教 育 長

豊 田 市 教 育 委 員 会 教 育 長

伊 勢 市 教 育 委 員 会 教 育 長

神 戸 市 教 育 委 員 会 教 育 長

(財 )富 山 県 体 育 協 会 会 長

(財 )福 井 県 体 育 協 会 会 長

(財)静 岡 県 体 育 協 会 会 長

(財 )二 重 県 体 育 協 会 会 長

(財 )富 山 市 体 育 協 会 会 長

(財 )高 岡 市 体 育 協 会 会 長

(社 )福 井 市 体 育 協 会 会 長

富 士 市 体 育 協 会 会 長

豊 田 市 体 育 協 会 会 長

伊 勢 市 体 育 協 会 会 長

津 幡 町 ,体 育 協 会 会 長

岐阜県バスケットボール協会会長

富 山 県 ソフ トテ ニ ス連盟 会長

富 山 県 柔 道 連 盟 会 長

愛 知 県 サ ッ カ ー 協 会 会 長

石川 県ハ ン ドポール 協会 会 長

金 沢・市 テ ニ ス 協 会 会 長

静 岡 県 水 泳 連 盟 会 長

鳥羽 市バ レー ボール 協会 会長

石川 県高等学校 野球 連盟 会 長

沼 津 水 泳 連 盟 会 長

八 戸 工 業 高 等 専 門 学 校 長

明 石 工 業 高 等 専 門 学 校 長

鶴 岡 工 業 高 等 専 門 学 校 長

和 歌 山 工 業 高 等 専 門 学 校 長

弓 削 商 船 高 等 専 門 学 校 長
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長

長

長

長

長

長

射

金

岐

沼

鈴

鳥

水

沢

阜

津

鹿

羽

市

市

市

市

市

市

射 水 市 教 育

金 沢 市 教 育

岐 阜 市 教 育

沼 津 市 教 育

鈴 鹿 市 教 育

鳥 羽 市 教 育

津 幡 町 教 育

(財 )石 川 県

(財)岐 阜 県

(財)愛 知 県

教 育 長

教 育 長

教 育 長

教 育 長

教 育 長

教 育 長

教 育 長

会 会 長

会 会 長

会 会 長

(財 )射 水 市 体 育 協 会 長

金 沢 市 体 育 協 会 会 長

岐 阜 市 体 育 協 会 会 長

(NPO)沼 津 市 体 育 協 会 会 長

(NPO)鈴 鹿 市 体 育 協 会 会 長

鳥 羽 市 体 育 協 会 会 長

富 山 陸 上 競 技 協 会 理 事 長

二重 県バ レー ボー ル協会会長

福 井 県 卓 球 協 会 会 長

福 井 県 剣 道 連 盟 会 長

豊 田 市 サ ッ カ ー 協 会 会 長

石 川 県 テ ニ ス 協 会 会 長

二重 県 /ヾ ドミン トン協会会長

伊 勢 市バ レー ボール協会会長

高岡市 ソフ トテニ ス連盟会長

鈴鹿市バ ドミン トン協会理事長

伊.豆 駿 河 湾 済 泳 協 会 会 長

委 員

委 員

委 員

委 員

委 員

委 員

委 員

体 育

体 育

体 育

協

協

協

斉

子

治

朗

次

二

之

憲

壽

秋

美

　

　

　

　

　

　

嘉

正

久

征

達

健

陽

尚

正

義

真

城

香

藤

藤

井

藤

川

本

国

田

結

浅

安

工

水

齋

早

谷

田

神

志

寛

治

久

雄

洋

志

春

廣

彦

平

樹

正

博

志

之

雄

元

　

恒

員

逸

　

正

正

　

靖

浩

英

　

　

正

良

責

野

沢

瀬

藤

沢

川

木

川

前

谷

谷

口

森

藤

口

木

刺

夏

米

村

加

熊

亀

荒

中

堂

土

渋

井

金

伊

山

荒

金

井

京

横

堀

落

史

彦

紀

義

作

建

俊

幸

雅

桂

浪

山

田

保

城

岸

秋

角

久

大

孝

純

明

郎

邦

一

泰

　

正

振

敏

参

口

兼

山

江

合

■
'ア

釧 路 工 業 高 等 専 門 学 校 長

苫小牧 工業高等 専門学校長

茨 城 工 業 高 等 専 門 学 校 長

大 島 商 船 高 等 専 門 学 校 長

大 分 工 業 高 等 専 門 学 校 長
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実 行 委 員 会

実 行 委 員 長

富山高等専門学校長    米 田 政 明

石 川 工 業 高 等 専 門 学 校 長  金
岐 阜 工 業 高 等 専 門 学 校 長  榊
豊 田 工 業 高 等 専 門 学 校 長  末
鈴 鹿 工 業 高 等 専 門 学 校 長  高
神戸市立工業高等 専門学校長  黒
富山高等専門学校学生主事 (射水) 新

石川 工業 高 等 専門学 校 学 生 主 事

岐 阜 工業 高 等 専門学 校 学 生 主事

豊 田 工業 高 等 専門学 校 学 生 主 事

鈴 鹿 工業 高等 専門 学 校 学 生 主 事

富山高等専門学校学生主事 (本 郷 )

石川 工業 高等 専門 学校 体 育 主任

岐 阜 工業 高等 専門 学 校 体 育 主任

豊 田工業 高等 専門 学 校 体 育 主任

鈴 鹿 工業 高等 専門 学 校 体 育 主任

神戸市立工業高等専門学校体育主任

富山高等専門学校体育主任 (射 水 )

石川 工業 高等 専門 学校 事 務 部 長

岐 阜工業 高等 専門 学校 事 務 部 長

豊 田工業 高等 専門 学校 事 務 部 長

鈴 鹿 工 業 高等 専門 学 校 事 務 部 長

神戸市立工業高等専門学校事務室長

石川 工業 高 等 専門 学 校 学 生 課 長

岐 阜 工業 高 等 専門 学校 学 生 課 長

豊 田 工業 高 等 専門学 校 学 生課 長

鈴 鹿 工業 高等 専門学 校 学 生 課 長

富 山 高 等 専 門 学 校 学 生 課 長

員 長
福 井 工 業 高 等 専 門

沼 津 工 業 高 等 専 門

鳥 羽 商 船 高 等 専 門

金 沢 工 業 高 等 専 門

富山高等専門学校副校長

祐

蔵

彦

文

則

大

福

稔

弘

喜

田

下

田

田

瀬

池

柳

藤

山

成

委

男

樹

一
記

彦

子

嘉

副

千

建

良

誠

勝

純

　

委

岡

原

松

橋

田

開

学 校 長

学 校 長

学 校 長

学 校 長

(射 水 )

原

村

嶋

岡

淵

田

世

藤

野

田

子

間

野

本

川

内

野

田

野

口

藤

手
↑

川

吉

中

西

川

北

久

伊

細

寺

金

草

平

山

宇

矢

坂

和

字

坂

伊

繁

優

清

惰

浩

耕

早

道

信

雅

龍

忠

春

敏

　

隆

利

裕

裕

　

幹

樹

治

実

美

之

司

苗

郎

幸

裕

一

明

吉

文

孝

夫

宏

司

之

等

雄

貝

福 井 工業 高 等 専門 学 校 学 生 主 事

沼 津 工 業 高 等 専門 学校 学 生 主事

鳥 羽 商船 高 等 専門学 校 学 生 主 事

金 沢 工業 高 等 専門学 校 学 生 主事

神戸市立工業高等専門学校学生主事

福 井 工業 高 等 専門学 校 体 育 主任

沼津 工業 高 等 専門学 校 体 育 主任

鳥 羽 商船 高等 専門 学 校 体 育 主任

金 沢 工業 高等 専門 学 校 体 育 主任

富山高等専門学校体育主任 (本郷 )

石川 工業 高 等 専門 学 校 体 育教 員

福 井 工業 高 等 専門 学 校 事 務 部 長

沼津 工業 高 等 専門 学校 事 務 部長

鳥羽 商船 高等 専門 学校 事 務 部 長

金 沢工 業 高等 専門 学 校 事 務 局 長

富 山 高 等 専 門 学 校 事 務 部 長

福 井 工業 高等 専門 学 校 学 生課 長

沼 津 工業 高 等 専門 学 校 学 生課 長

鳥 羽 商船 高 等 専門 学 校 学 生 課 長

富 山 高 等 専 門 学 校 学 務 課 長

智

彦

雄

弘

穂

茂

誠

生

弘

郎

淳

正

明

治

徹

一

一

均

司

文

一

晃

文

文

明

一
　

　

英

明

紳

　

良

芳

憲

　

裕

良

　

浩

智

島

責

藤

本

川

田

藤

田

本

井

竹

田

野

淵

岸

嶋

田

添

西

村

上

蓮

伊

瀧

中

島

佐

山

瀧

松

岩

武

奥

馬

山

飯

橘

山

上

梅

-6-



部 長

副部長

競  技  部

|〕 部長富山高等専門学校 (射水 )

石 川 工 業 高 等 専 門 学 校

岐 阜 工 業 高 等 専 門 学 校

豊 口 工 業 高 等 専 門 学 校

鈴 鹿 工 業 高 等 専 門 学 校

神戸市立工業高等専門学校

神戸市立工業高等専門学校

神戸市立工業高等専門学校

福 井 工 業 高 等 専 門 学 校

岐 阜 工 業 高 等 専 門 学 校

沼 津 工 業 高 等 専 門 学 校

鈴 鹿 工 業 高 等 専 門 学 校

バ ドミン トン

委員長

委 員

富山高等専門学校 (本郷 )

福 井 工業 高 等 専 門 学 校

沼 津 工 業 高 等 専 門 学 校

鳥 羽 商 船 高 等 専 門 学 校

金 沢 工 業 高 等 専 門 学 校

神戸市立工業高等専門学校

石 川 工 業 高 等 専 門 学 校

福 井 工 業 高 等 専 門 学 校

岐 阜 工業 高 等 専 門 学 校

鳥 羽 商 船 高 等 専 門 学 校

鈴 鹿 工 業 高 等 専 門 学 校

一

司

苗

郎

幸

裕

徳

桂

弘

貴

美

彦

保

龍

耕

早

道

信

雅

一
　

章

浩

志

一

子

田

世

藤

野

田

川

名

　

本

邊

越

金

北

久

伊

細

寺

中

春

東

山

渡

松

松

島

佐

山

瀧

田

竹

田

草

永

森小

岩

山

麻

重

森

井

田

藤

田

本

郎

茂

誠

生

弘

一紳
　
　
　
　
英

明

徹

淳

禎

淳

博

護

孝

　

　

血貝

誠

種 目 別 競 技 委 員

鈴 鹿 工 業 高 等 専 門 学 校

大 島 商 船 高 等 専 門 学 校

富 山高等 専 門 学 校 (本 郷 )

鈴 鹿 工 業 高 等 専 門 学 校

滋

昭

生

明

宏

佳

賢

正

之

原

村

田

野

波

長

杉

安

奥

丹
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.開催趣旨
全国高等専門学校体育大会は,高等専門学校教育の一環として,学生に広くスポーツ実践の機会
を与え,技術の向上とスポーツ精神の高揚を図り,心身ともに健康な学生を育成するとともに高専
相互の親睦を図ることを日的として開催する。

2.主  催
社団法人

財団法人

財団法人

財団法人

財団法人

財団法人

財団法人

財団法人

財団法人

全国高等専門学校体育協会

日本陸上競技連盟

日本バスケットボール協会

日本バレーボール協会

日本サッカー協会

日本ラグビーフットボール協会

日本ハンドボール協会

日本テニス協会

日本バ ドミントン協会

3.主  管
(社)全国高等専門学校体育協会陸上競技専門部,(社 )全国高等専門学校体育協会バスケットボ
ール競技専門部,(社 )全国高等専門学校体育協会バレーボール競技専門部,(社 )全国高等専門
学校体育協会ソフトテニス競技専門部,(社 )全国高等専門学校体育協会卓球競技専門部,(社 )
全国高等専門学校体育協会柔道競技専門部,(社 )全国高等専門学校体育協会剣道競技専門部 ,
(社)全国高等専門学校体育協会野球競技専門部,(社)全国高等専門学校体育協会サッカー競技
専門部,(社 )全国高等専門学校体育協会ラグビーフットボール競技専門部,(社 )全国高等専
門学校体育協会ハン ドボール競技専門部,(社 )全国高等専門学校体育協会テニス競技専門部 ,
(社)全国高等専門学校体育協会バ ドミントン競技専門部,(社 )全国高等専門学校体育協会水泳
競技専門部,全国高等専門学校サッカー連盟,関西ラグビーフットボール協会

富山陸上競技協会,岐阜県バスケットボール協会,二重県バレーボール協会,富山県ソフトテニス

連盟,福井県卓球協会,富山県柔道連盟,福井県剣道連盟,愛知県サッカー協会,豊田市サッカー

協会,兵庫県ラグビーフットボール協会,石川県ハンドボール協会,石川県テニス協会,金沢市テ
ニス協会,二重県バドミントン協会,静岡県水泳連盟

4.後  援
文部科学省

(財 )日 本体育協会,(財)日 本ソフトテニス連盟,(財 )日 本卓球協会,(財)全日本柔道連盟
(財)全 日本剣道連盟,(財 )日 本水泳連盟
富山県,石川県,福井県,岐阜県,静岡県,愛知県,二重県
富山県教育委員会,石川県教育委員会,福井県教育委員会,岐阜県教育委員会,静岡県教育委員会 ,

愛知県教育委員会,二重県教育委員会,兵庫県教育委員会

富山市,射水市,高岡市,金沢市,福井市,岐阜市,富士市,沼津市,豊 田市,鈴鹿市,伊勢市,

鳥羽市,津幡町
富山市教育委員会,射水市教育委員会,高岡市教育委員会,金沢市教育委員会,福井市教育委員会 ,

岐阜市教育委員会,富十市教育委員会,沼津市教育委員会,豊田市教育委員会,鈴鹿市教育委員会 ,

伊勢市教育委員会,鳥羽市教育委員会,神戸市教育委員会,津幡町教育委員会

(財)富 山県体育協会,(財 )石川県体育協会,(財 )福井県体育協会,(財 )岐阜県体育協会 ,
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(財 )静岡県体育協会,(財 )愛知県体育協会,(財 )二重県体育協会
(財)富山市体育協会,(財 )射水市体育協会,(財 )高岡市体育協会,金沢市体育協会,(社)福井市
体育協会,岐阜市体育協会,富十市体育協会,(NPO)沼津市体育協会,(財)豊田市体育協会,(NPO)
鈴鹿市体育協会,伊勢市体育協会,鳥羽市体育協会,津幡町体育協会

伊勢市バレーボール協会,鳥羽市バレーボール協会,高岡市ソフトテニス連盟,石川県野球協会 ,
金沢市野球協会,石川県高等学校野球連盟,鈴鹿市バ ドミントン協会,沼津水泳連盟,伊豆駿河湾

涯ι,K協会

朝日新聞社,毎 日新聞社,読売新聞社,産経新聞社,日 本経済新聞社,日 刊工業新聞社,日 本工業
新聞新社,共同通信社,文教ニュース社,NHK,北 日本新聞社,富山新聞社,北陸中日新問,北
國新聞社,静岡新聞社・静岡放送,沼津朝日新聞社,中 日新聞社,伊勢新聞社,テ レビ静岡,あ
さひテレビ,静岡第一テレビ,福井新聞社,FBC福井放送,福井テレビ,北 日本放送,富山テレビ

放送,チ ュー リップテレビ,岐阜新聞・岐阜放送,ひ まわリネットワーク,三重テレビ放送,ケ
ーブルネット鈴鹿,アイティービー

5.担当地区  東海北陸地区

6.担 当 校  富山高等専門学校 (射水キャンパス)

7.開 催 校
富山高等専門学校,石川工業高等専門学校,福井工業高等専門学校,岐阜工業高等専門学校
沼津工業高等専門学校,豊田工業高等専門学校,鳥羽商船高等専門学校,鈴鹿工業高等専門学校
金沢工業高等専門学校,神戸市立工業高等専門学校

8.大会期日
平成 22年 8月 11日 (水 )～ 25日 (水 )
平成 23年 1月 4日 (火 )・ 5日 (水 )。 7日 (金 )・ 9日 (日 )
(冬季は,ラ グビーフットボール競技のみ)

9.競技種目・競技日程・競技開催校・競技会場   ‐覧表のとおり

10.事務局
第45回全国高等専門学校体育大会事務局を,富山高等専門学校 (射水キャンパス)内に置く。
各種日ごとの事務局は該当競技開催校に置く。

li 競技方法  各種日別競技実施要項による。

12.参加資格及び参加人数
全国高等専門学校体育大会開催規則 (制定 平成 6年 3月 29日 総会)及び各種 目別競技実施要項
による。
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13.表  彰
全国高等専門学校体育大会開催規則 (制定 平成 6年 3月 29日 総会)及び各種 日別競技実施要項
による。

14.参加申込方法  各種目別競技実施要項又は各種日ごとに定めた方法による。

15.競技の組合せ  各種日別競技実施要項又は各種日ごとに定めた方法による。

16.選手の変更   各種目別競技実施要項又は各種日ごとに定めた方法による。

17.開会式及び閉会式
(1)総合開会式は実施しない。
(2)種日別開会式及び閉会式については,各種目別競技実施要項又は各種日ごとに定めた方法によ
る。

18.打合せのための時間
各種目別競技実施要項又は各種目ごとに定めた方法による。

19_分担金及び参加料
(1)分担金

分担金は, 1校 当たり225,000円 とし,別途,社団法人全国高等専門学校体育協会事務局から請
求書が送付されるので,それにより社団法人全国高等専門学校体育協会事務局に納付する。
(2)参加料
ア.団体戦は,各種日別競技実施要項記載の金額とする。 1チーム当たりの金額は,「 1,800円 ×
最大登録選手数」により積算する。 (ただし,ラ グビーフットボールは,1チーム当たり32,500
円とする。 )

イ.個人戦は,選手 1人当たり1,800円 とする。
ウ.団体戦に参加した選手が個人戦に参加する場合は,重複 して参加料を徴収しない。
工.納付は,各種目別競技実施要項又は各種日ごとに定めた方法による。なお,既納の参加料は
返還しない。

20.宿  合  宿舎の斡旋を希望する学校には,競技開催校で斡旋する。

21.個人情報の取扱い

(1)競技結果について,個 人名などをホームベージ,報道等に公表 して欲しくない者は,学校
を通して競技開催校事務局に申し出てください。事前に申し出のない場合は,公表 します。
(2)「独立行政法人等の保有する個人情報保護に関する法律」に基づき,大会参加申込書等に
より取得した個人情報は,大会運営,結果公表等の日的以外には使用いたしません。

22.そ の 他
(1)選手の競技中の事故については,主催者側で応急処置を施すが,その後の処置は当該校で行う
こと。

(2)選 手は,必ず健康保険証又はそれに代わるものを持参すること。
(3)独 立行政法人日本スポーツ振興センター所定の用紙を各学校で持参すること。

-10-



第 45回 全 国 高 等 専 門 学 校 体 育 大 会
競技種目・競技日程・開催校・競技会場一覧表

開  催  校 競 技 会 場

富山県総合運動公園陸上競技場

富山高等専門学校

平成22年

8月 21日 (土 )～ 22日 (日 ) 岐阜工業高等専門学校

岐阜メモリアルセンター

「で愛ドーム」及び「ふれ愛ドーム」

男子

平成22年

8月 21日 (土 )～ 22日 (日 ) 鳥羽商船高等専門学校

二重県営サンアリーナ

女子

平成22年

8月 21日 (土 )～ 22日 (日 ) 鳥羽商船高等専門学校

二重県営サンアリーナ

陸上競技

男子

バスケットボール

女 子

バレーボール

ソフトテニス

競 技 種 目

8月 21日 (土 )～ 22日 (日 )

平成22年

I 
r<E r-z^r aur,s.f,r.*F-r.r
岐阜メモリアルセンター

競 技 日 程
平成22年

8月 11日 (水 )～ 12日 (木 )

石川県立野球場

金沢市民野球場

津幡運動公園野球場

平成22年

8月 21日 (土 )～ 24日 (火 )

アルビス小杉総合体育センター

富山高等専門学校

福井県立武道館

福井工業高等専門学校

硬式野球

サッカー

成22年

卓 球

柔  道

剣  道

8月 24日 (火 )～ 25日 (水 ) 富山高等専門学校

8月 21日 (土 )～ 22日 (日 ) 福井工業高等専門学校

8月 20日 (金 )～ 21日 (土 ) 石川工業高等専門学校

平成22年

福井県営体育館平成22年

平成22年

8月 20日 (金 )

1平成22年

1 8月 22日 (日 )

晴天時 :高岡スポーツコア高岡市テニスコート

雨天時 :高岡市竹平記念体育館

高岡市民体育館

豊田工業高等専門学校

豊田市運動公園陸上競技場

豊田市運動公園球技場

愛知県口論義運動公園蹴球場

ラグビーフットボール

平成23年

1月 4日 (火 )、 1月 5日 (水 )

1月 7日 (金 )、 1月 9日 (日 )

神戸市立工業高等専門学校

神戸総合運動公園ユニバー記念競技場

ハンドボール いしかわ総合スポーツセンター

ス
~ア‐

平成22年

8月 18日 (水 )～ 19日 (木 )

8月 20日 (金 )～ 22日 (日 )石川工業高等専門学校

金沢工業高等専門学校

平成22年 晴天時 :石川県西部緑地公園テニスコート

雨天時 :いしかわ総合スポーツセンター

鈴鹿市立体育館
′`ドミントン 鈴鹿工業高等専門学校

静岡県富士水泳場

沼津工業高等専門学校水  泳

平成22年

8月 21日 (土 )～ 22日 (日 )

平成22年

8月 22日 (日 )
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第 45 全 国高 等 専 門学校 体 育 大会

第34回全日本高等専門学校バドミントン選手権大会



歓迎の挨拶

鈴鹿工業高等専門学校校長

高 橋 誠 記

第 45回全国高等専門学校体育大会は、東海・北陸地区の富山高専を主管校とし、域内の

9高専が担当して開催されます。鈴鹿高専では、全部で 14の競技種目のうち、第 34回を

迎える全日本高等専門学校バ ドミントン選手権大会競技の開催校として、8月 21日 と 22

日の 2日 間、鈴鹿市立体育館での大会運営を担当させていただきます。

今回の大会は、全国 8つの地区から、団体戦は男女各 12校、個人戦シングルスは、男子

が 13校から 16名 、女子が 12校から 16名 、ダブルスは、男女とも 14校から 16組がそれ

ぞれ選抜され、頂点を目指して、文字通り「あつい」闘いが繰り広げられることになりま

した。

今大会に出場を果たした選手と関係者の皆さんに、心から祝福申し上げます。日頃の練

習の成果を存分に発揮 し、一緒に練習してきた仲間や、地区大会を競ったライバルととも

に闘うという気概をもって試合に臨んでください。そして、試合を離れたら、対戦相手や

他校の選手との交流にも努めてください。全国各地から集まった高専生相互の親睦を図る

ことも大会の重要な目的の一つです。

また、バ ドミントン競技は、持久力と瞬発力が併せ要求されるスポーツと言われます。

選手の皆さんに対しては老婆心になりますが、油断することなく、十分な準備運動と水分

補給をお願いします。

鈴鹿市は、西の方角にそびえる鈴鹿山系に由来する地名であり、人口は約 20万人、本田

技研を中心とする自動車関連産業とともに、お茶の生産も盛んで 「緑の工都」を標榜 して

います。Fl日 本グランプリが開催される鈴鹿サーキットがあり、「モータースポーツのまち」

としても知られます。学生の皆さんには、観光の十分なゆとりはないと思いますが、同じ

志を持って勉学や心身の鍛錬に努める仲間の町として、想像力を働かせていただければ幸

いです。

最後に、本大会の準備や会場設営 。大会運営に関して多大な御理解と御協力を賜りまし

た多くの関係者の皆様に改めてお礼を申し上げ、挨拶とします。
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財団法人 日本バ ドミン トン協会

会長 綿 貫 民 輔

第 34回全日本高等専門学校バ ドミントン選手権大会が、「自動車のまち」フォー ミュラ・

ニッボンで有名な鈴鹿市で開催されますことは、誠に喜ばしい限りであります。

また、鈴鹿市は二重県北部に位置し、東に伊勢湾、西に鈴鹿山脈に囲まれた自然環境の中

にあり、農・水産業が盛んである一方、伊勢型紙と鈴鹿墨など伝統産業も脈々と受け継がれ

ていると聞き及んでおります。

全国各地区の予選を勝ち抜かれ、地区の代表として参加される選手諸君が、本大会におき

まして日頃の練習の成果を充分に発揮され、全力を尽くし、輝かしい成績を上げられること

を心より期待 しております。

バ ドミン トン競技は、一昨年の北京オリンピックから大変な注目を集めて、皆様方に今後

ますますの発展を期待されていることは、日本バ ドミントン協会としても大変嬉しく思って

いる次第です。

本大会は、競技技術の向上を図る場であることはもちろん、健全なスポーツ精神を培う場、

そしてお互いの親睦を深める場でもあります。勝敗にこだわることなく、この大会を通じて

高等専門学校相互の親睦や交流が一層深められ、さらに本大会で得られました友情や交流な

どが今後の選手諸君の人生の中で生かされることを願ってやみません。

おわりに、本大会の開催にあたりまして御尽力いただきました関係者の皆様に深く感謝の

意を表 しますとともに、本大会の御成功、今後ますます御発展を心よりお祈り申し上げまし

て、あいさつといたします。

b L\ 3 -)
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歓迎のことば

二重県バ ドミン トン協会

会長 金 森   正

第 45回 全国高等専門学校体育大会第 34回 全 日本高等専 門学校バ

ドミン トン選手権 大会が ここ二重 の地で開催 の運び とな りま した こ と

を大変光栄 に存 じます。 また、全国各地 の予選 を突破 され た選 手、監

督 、 コーチの皆様 を心か ら歓迎 申 し上げます とともに、充実 した大会

になることを願 ってやみ ません。

二重県にお きま して も、本県出身 の小椋久美子 さんの活躍 に よ り、

バ ドミン トン競技 に対す る関心が高 まってお り、競技人 口も飛躍的 に

増加 してお ります。

この よ うな中、本大会 に参加 され る選手の皆様 には、 日頃の練習 の

成果 を充分 に発揮 していただ くとともに、互 いに交流 を深 め、友情 の

輪を さらに広げ られ て、今大会 が思 い出に残 るす ば ら しい大会 とな り

ます ことを念願 してお ります。

開催地鈴鹿 市は、モー ター スポー ツの メ ッカ鈴鹿サーキ ッ トを擁 し、

自動車産業が盛んな ところであ ります。折角の機会ですので時間が ご

ざいま した らお 立ち寄 りいただ き、その様子 を ご堪能 いただけた ら幸

甚の極み です。

終わ りに、本大会 を開催す るにあた り、多大な ご支援・ ご協 力を賜

りま した関係 各位 に心か ら感謝 申 し上げ、歓迎の ことば といた します。
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大 会 日 程

[会  議 ]

L房兄   収 」

8月 20日 (金 ) 16:00～   代表者会議

鈴鹿市立体育館

8月 21日 (土 ) 開場

開会式

競技開始

8

9

9

０

０

０

０

０

４

8月 22日 (日 ) 8:00
9:20
競技終了後

開場

競技開始

閉会式

団体戦  個人戦 (複 )

個人戦 (単 )

１

２

３

４

５

６

７

８

９

開会式

閉会式

式 典 次 第

開式のことば

開会宣言

文部科学大臣杯返還及び受賞章授与

(財 )日 本バ ドミン トン協会楯返還及び受賞章授与
主催者あいさつ

開催校あいさつ

競技上の注意

選手宣誓

閉式のことば

開式の ことば

成績発表

表彰

大会講評

開催校あい さつ

閉会宣言

閉式の ことば

１

２

３

４

５

６

７
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大 会 名 誉 会 長  (財 )日 本バ ドミン トン協会会長

(社 )全 国高等専門学校体育協会会長

大 会 副 会 長 (財 )日 本バ ドミン トン協会副会長

(財 )日 本バ ドミン トン協会副会長

(財 )日 本バ ドミン トン協会副会長

二重県バ ドミン トン協会会長

綿貫 民輔

赤坂   裕

専務理事

三宅

籾井

関根

金森

祐司

勝人

義雄

正

大 会 顧 問 森  喜朗
市川 一朗
佐藤  保
権田 正一
清水規矩雄

中島 寿稽
牧野  武
福岡 幸一
今北 基夫
成雄

克彦

英男

忠男

藤本
今△_■■
工■ /1｀

滋

勝之

関谷 勝嗣
加藤 三夫
塩川  甫
丸山 嘉久
平田登志郎

内多小五郎

村山 幸雄
伊豆  晃
菊地 利明
里見 光徳
油井 秀男
川島 一郎
野呂 昭彦

藤原

藤原

和文

航

森田

村上

橋本

植田

目/ト

小宮

戸田

岡本

野村

山根

木村

富田

奥山

忠治

角市

博宣

昭二

淳宏
0こ [■  _

`目

~

武利

嘉明

怜

寛

善明

達生

林   芳正
人木橋伸夫

相場

原  二
毛利

吹 田

漬中

本郷

日高

遠井

板垣
Ⅲと‐―
,■ 4｀

芳朗

稔男

隆房

良之

一
雄

志

一
誠

生

泄

清

三
清

修

　

節

佐藤辺

林

村

野

渡

竹

岡

星

■― ^、 ■, E
ノヽ  ェヽ  〃> ■た 加藤 寛治 原   紀征

高橋 誠記鈴鹿工業高等専門学校長

(財 )日 本バ ドミン トン協会理事

(社 )全 国高等専門学校体育協会

三重県バ ドミン トン協会理事長

鈴鹿 工業高等専門学校学生主事

鈴鹿工業高等専門学校教務主事

鈴鹿工業高等専門学校事務部長

大 会 委 員 長

大会副委員長 上原  信彦
杉村  佳昭
服部  久生

西岡  ‖守美
桑原  裕史
宇和川 孝
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競 技 役 員

競 技 役 員 長    (財 )日 本バ ドミン トン協会

総 務 部 長    二重県バ ドミン トン協会理事長

総 務 副 部 長 鈴鹿工業高等専門学校

鈴鹿工業高等専門学校学生課長

二重県バ ドミン トン協会理事

鈴鹿市バ ドミン トン協会

総 務 委 員

後藤 幸孝

服部  久生

長原

坂 口

岩井

大川

滋

等

子

子

道

智

競技審判副部長 二重県バ ドミン トン協会

二重県バ ドミン トン協会

審 判 委 員

奥野

河野

柳瀬

前田

片寄

正明

純也

たF糸己

岡ll

由希

荒木 良之
佐藤 滋晃
武藤 大和
濱 口 将也
伊藤ひとみ

鈴木 美起
山野 啓子
廣  妙子
安藤 温子
川 口 真紀
朝 日奈正光

白石 郁子

丹波 之宏

佐脇満喜子

舘  よね子
森川  哲

辻  広行
向井 孝文
森山 唯史
中島 浩幸
乾 アイ子
中村かお り

西村  孝子
岩井 道子
青山 早苗
岡田 恵子
井上 鉄也
倉田  学

柴川

上野

井上

米倉

芳範

雅人

晶弘

広幸

山敷 貞治
松村  司
長谷川勇吾

山地 哲也
加藤ひとみ

東  エ ミ
森川 和代
齋藤 ゆか
吉岡 美帆
箕田 敬子
澤 口 達哉
大西 優揮

末崎富士子

藤田 時子
山田  太
大井百合子

川上 隆庸

濱 口 輝美
乾  恵子

高井竜之介

出 口 広明
寺山  勇
小林   豊
角脇 洋子
前川 香枝
加藤  由紀
南  泰子
小野ちづ子

竹内美栄子

濱 口 久克
前田 達憲

医  務  係 毛利 好子

鈴鹿工業高等専門学校バ ドミン トン部員競 技 補 助 員
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第 4

第34

ｒ
Ｏ li 全 国 高 等 専 門 学 校 体 育 大 会

ロ 全日本高等専門学校バドミントン選手権大会競技実施要項

1 主

2 主

3 後

4 期

催  (社 )全 国高等専門学校体育協会、 (財 )日 本バ ドミン トン協会

(社 )全 国高等専門学校体育協会バ ドミン トン競技専門部

二重県バ ドミン トン協会

鈴鹿工業高等専門学校

援 文部科学省、 (財 )日 本体育協会、二重県、二重県教育委員会、 (財 )二 重県

体育協会、鈴鹿市、鈴鹿 市教育委員会、 (NPO)鈴 鹿 市体育協会、鈴鹿 市
バ ドミン トン協会、中 日新聞社、二重テ レビ放送、ケープルネ ッ ト鈴鹿

日  平成 22年 8月 21日 (土 )・ 22日 (日 )

6

場△
〓 鈴鹿市立体育館

〒510-0231 鈴鹿市江島台 1丁 目1番 1号

TEL 059-387-6006

=i ‖ 団体戦

個 人戦

団体戦のチー

ム 構 成 人 員

監督 1名 、コーチ 1名 、マネー ジャー 1名 、選手 8名 以内

ただ し、欠員を生 じ3名 以下になった場合は失格 とする。

(1)申 込み期 日迄に平成 22年 度 (財 )日 本バ ドミン トン協会に登録を完
了した者で、学校長が出場を認めた者 とする。

(2)団 体戦、個人戦 とも各地区か ら選抜 されたチーム又は選手とし、こ
れに開催校の出場を加える。

地区割 り、選抜数及び開催校出場枠は下記の とお りとする。

平成 22年 度 (財 )日 本バ ドミン トン協会競技規則、同大会運営規程・同公
認審判員規程による。

男子シングルス、男子ダブルス、女子シングルス、女子ダブルス

8 参 加 資 格

9競 技 規 則

10 競 技 方 法   (1)各 種日とも トーナメン ト方式により優勝を決定する。
なお、 3位決定戦は行わない。
(2)団 体戦は 1複 2単 とし、複から試合を行 う。
ただし、同一選手が同一対抗内に於いて重複することはできない。

地  区 名 団 体 戦
男子個人戦 女子個人戦

早̈ 複

北海道 1チー ム 1名 1組 1組

:東:  1ヒ 1チ ーム 2名 2組 2名 2組

関東・ 信越 2名 2組 2組

東海・北陸 2チ ーム 2名 2組 2名 2組

近  畿 1チ ー ム 2名 2組 2組

中  国 1チ ーム 2名 2組 2名 2組

四  国 1チー ム 2名 2組 2名 2組

九 州 沖 縄 2チ ー ム 2名 2組 2名 2組

開 催 校 1チ ー ム 1名 1組 1名 1組

12チ ー ム 16名 16組 16名 16組
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11 使 用 用 器 具

12組 み 合 わ せ
及 び 抽 選

13 表 彰

14 参  カロ 料

15 参 カロ 申 込

16 代 表 者 会 議

17 練 習

18開 会 式 及 び
閉  会  式

19 宿

(1)日
(2)場
(3)出  席

(1)日
(2)場

(1)開
(2)閉

(3)団 体戦は、各チームの初回戦に限 り、 1複 2単 の 3試合を行い、以
降は勝敗決定後を打ち切 りとする。

(財 )日 本バ ドミン トン協会検定・ 審査合格用器具及び同平成 22年 度第
一種検定合格水鳥球を使用する。

組み合わせ抽選は、本大会実施要項及び平成 22年 度 (財 )日 本バ ドミン
トン協会大会運営規程に拠 り、競技役員長 (レ フェ リー)の 指示により、
本大会実行委員会及び二重県バ ドミン トン協会役 員の責任に於いて 7月

31日 (土 )に 行 う。

団体戦、個人戦とも第 1位から第 3位 までを表彰する。
優勝者に (財 )日 本バ ドミン トン協会の金メダルを授与する。

団体 1チ ーム当た り14,400円 、選手 (団 体戦出場者を除 く)1人 当た り
1,800円 とし、参加申込み と同時に次の振込 口座へ納入すること。

なお、既納の参加料は返還 しない。

振込 口座

金融機関名 百五銀行 旭が丘支店
口座 種 別 普通預金
口座 番 号  320508
口 座 名 第 45回全国高専体育大会事務局

鈴鹿工業高等専門学校  学生課長 坂 口 等

(1)申 込 期 限   平 成 22年 7月 26日 (月 )必 着
(2)申  込 先

=i=510-0294

鈴鹿市自子町

鈴鹿工業高等専門学校 学生課

第 45回 全国高等専門学校体育大会
第 34回 全 日本高等専門学校バ ドミン トン選手権大会事務局
TEL 059-368-1732   FAX 059-368-1738

E―口ail  gkskaOjim.suzuka―ct.ac.jp

(3)申 込 方 法
所 定 の参加 申込み用紙 に必要事項 を記入の上 、 2部 作成 し上記事務
局宛送付すること。

時

所

者

　

時

所

平成 22年 8月 20日 (金 )16時 か ら
鈴鹿市立体育館会議室

監督及び主将 ,大 会役員等

平成 22年 8月 20日 (金 )13時 か ら 17時
鈴鹿市立体育館

平成 22年 8月 21日 (土 )9時  競技会場で行 う。
平成 22年 8月 22日 (日 )競技終了後,同 会場で行
,。

式

式

△
一^
　
△
〓

舎  別途通知 し斡旋する。

1)服   装
競技時の服装 (ユ ニフォーム)は 、自色又は色つき着衣を使用する
場合は (財 )日 本バ ドミン トン協会審査合格品とする。

20  備 考
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(2)

(3)

①選手の上衣の背面中央に縦 1 5cm、 横 3 0cm程度の大きさで、学
校名と選手の姓又は都道府県名と学校名が明瞭に区別できる配色

で 明 示す る。

②開会式、閉会式に参加するときの服装は、競技時の服装 (ユ ニフ

ォーム)又 は トレーニングウエア とする。
応急処置等

①試合中の負傷については、大会本部で応急処置をするが、その後

の処置は各学校及び各 自で行 うこと。

②健康保険証等は、各自で準備しておくこと。

③独立行政法人日本スポーツ振興センター所定の用紙を各学校で持

参すること。

大会出場者で、ホームページ、報道等に、個人名を公表 して欲 しく

ない者は、学校を通 して大会事務局 (gkskaOjim.suzuka― ct.ac.jp)

に申し出てください。事前に申し出のない場合は、公表 します。

大会参加に際 して提供 され る個人情報は、本大会活動に利用す るも

の とし、これ以外の 目的に利用することはありません。

(財 )日 本バ ドミン トン協会環境委員会よりお願い

① (開催地の)ゴ ミの分別収集に協力してください。
② (宿泊先の)部屋から出るときには、エアコン、テレビ、ライト
の スイ ッチ を消 して くだ さい。

③マイ歯プラシを持参して大会に参加してください。

)4
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競 技 上 の 注 意

本大会は平成 22年 度 (財 )日 本バ ドミン トン協会競技規則、同大会運営規程並びに同公認
審判員規程に基づいて実施 します。

各校代表者は来場時に会場で受付を済ませて下さい。

大会前 日及び当日の練習は地区ごとにコー トを指定 します。
いずれの種 目も トーナ メン ト戦 とします。 3位 決定戦は行いません。優勝、準優勝、 3位 を
表彰 します。

選手は試合のコールか ら 5分以内に選手集合場所に集合 して下さい。主審の誘導でコー トに
入 ります。 コールか ら 5分以上経過 しても選手集合場所に来ない場合は棄権 となる場合があ
ります。

競技中のコー ト又はコー ト周辺に携帯電話を持 ち込まないで下さい。

競技中は、コールのあつた当該選手を除き、競技場内での練習は認めません。

試合を開始す る前に、団体戦では各校に 3分の練習時間、個人戦では初戦に限 り 3分 の練習
時間を設けます。

競技進行状況により、試合開始時刻或いはコー トを変更す る場合があ ります。

競技中、各プ レーヤーは上衣に学校名及び選手名又は都道府県名 と学校名を明示 して下さい。

団体戦のオーダー用紙は初戦分を代表者会議で、それ以降の分は主審が試合終了時に配布 し

ます。初戦分は 8:40に 、それ以降については試合予定時間の 30分 前を目安に放送を し
ますので、直ちにオーダー用紙を本部に持参 して下さい。

団体戦は 1複 2単 とし、複か ら試合を行います。ただ し、同一選手が同一対抗内に於いて重
複することはできません。 また、各校の初戦に限 り 1複 2単 の 3試合を行い、以降は勝敗決
定後を打ち切 りとします。

団体戦は、時間の都合上複数のコー トで同時に行います。
試合が連続する場合、 10分 の休憩時間を設けます。
インターバル中、コー トに入れ るのは当該選手のほかベンチ入 りしている 2人 までとします
が、 「20秒」のコールがなされたら、選手以外の方は速やかにコー トから離れて下さい。
試合終 了時には、勝敗に関係なく主審及びサー ビスジャッジと握手するよう心がけて下さい。

9.

10

11

12

13.

14.

15.

16.

審 判 上 の 注 意

1.平 成 22年 度 (財 )日 本バ ドミン トン協会競技規則及び同公認審判員規程により運営 します。
2.す べてのゲームにおいて、一方のサイ ドが 11点 になったら 60秒 を超えないインターバル
を認めます。 また、すべてのマ ッチの第 1ゲームと第 2ゲームの間、第 2ゲームと第 3ゲー
ムの間に 120秒を超えないインターバルを認めます。
3.各 コー トのコーチ ングシー トは、監督 、 コーチ、マネー ジャーのみ使用できます (2名 ま
で)。 試合にふ さわ しい服装に留意 して下さい。

4.各 コー トのベ ンチに入ることのできる者は、団体戦の場合は当該チームの団体戦登録選手の
みです。個人戦ではベンチを設けません。

5.主 審、線審、得点表示係は二重県バ ドミン トン協会が行います。
6.汗 な どでコー トが濡れた場合は、主審の指示により線審が処置を します。
7.プ レーヤーは どんな事があって も、体力や息切れの回復を目的に、またはア ドバイスを受け
るためにブ レーを遅らせてはいけません。

8.選 手が試合中にア ドバイスを受けることができるのは、ンャ トルがインプ レーでない場合に
限 ります。

9.プ レーヤーは第 16条 第 2項のインターバルを除 き、マ ッチが終 了す るまで主審の許可な し
にコー トを離れてはいけません。
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体 育 館 使 用 上 の 注 意

1.大 会当日は 8100に 開場 します。 8:40ま では地区指定のコー トで練習できます。
2.1学 生 としてのマナーを十分心がけてください。
3.体 育館内 1階は土足禁止です。体育館入 り口で上履に履き替えて下さい。
4.貴 重品、その他所持品は各 自の責任において管理 して下さい。
5.2・ 3階観覧席は地区ごとに分けています。
6.飲 食は ロビーまたは観覧席で行 うこととし、競技 フロアでは原則禁止です。ただ し、競技中
の水分補給については、ふた付きの容器 を使用する場合に限 り許可します。ベンチヘの クー

ラーボ ックスの持 ち込みは禁止 します。
7.会 場でのフラッシュ撮影は、競技の妨げにな りますので禁止 します。
8.ご みは各校の責任においてお持 ち帰 りください。 ゴミ袋は本部で用意 してお りますので、必
要な学校は本部まで申 し出て ください。
9.更 衣室及びシャワー室 (有料)は ご自由に利用できます。
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+△ △ 担 団
ハ
==物

四

審判
補助
員席

本部席

審判
員席

コート
第 1 第2

コート 卜

，コ

第 3 第4
コート

第5
コート

第 6
コート

第7
コート

第 8
コート

第 9
コート

第 10
コート

締切 看板 プラカード

選手集合場所

2・ 3階 観覧席

女子更衣室

女子更衣室

男子更衣室

男子更衣室

審判員控室
(小会議室 )

女子トイレ

男子トイレ

事務室
トレーニング室代表者会議会場

(大会議室)

玄関

ロロロ

本

部

室

受

付

一般席
(白シート)

コに 」ヒ
一般席

(白シート)
関東・信越

一般席
(白シート)

北海道 東海・北陸

一般席
(白シート) 競技場

一般席
(白シート)

九州・沖縄 近 畿

一般席

(白シート)
四 国

一般席

(白シート)
中 国
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日 時刻 種別

コ 卜 番  号

1 3 4 5 6 7 8 9 10

第

日

8:∞開場
～8:40

練 習 北海道 3侵:」ヒ
関東

信越

東海
北陸
(男子 )

東海
北陸
(女子 )

九州
沖縄

四国 中国 近畿

9:00

9:40

10:10

11:10

11:40

12:50

14:00

14:40

15:10

15:50

16:30

17:10

開 式

団

体

戦

MTl

Ⅵ汀 1 VVT3 V√T2

MT4

WT4

MT5

WT5

MT7

WT7

MT6

VヽT6

MT8

MT9 MT10 VVT9 Ⅵ

「

10

MTll WTll

個
人

戦

複

MDl MD2 MD3 M D4 MD5 M D6 M D7 MD8

WDl WD2 WD3 WD4 WD5 WD6 WD7 WD8

M D9 MD10 MDll MD12 WD9 WD10 WDll いノD12

MD14 WD13 WD14

MD15 WD15

第

2

日

練
ユコ
自

9:00

9130

10:10

10:50

11:30

12:10

個
人

戦

単

MSl MS2 MS3 MS4 MS5 MS7 MS8

vrs l VVS 2 WS3 WS4 WS5 WS6 VyS7 WS8

MS9 MS10 MSll MS12 WS9 WS10 VVS ll WS12

MS13 WS13 VVS1 4

MS15 WS15

日月      ノゝ       ―■
IT』       =       工ヽ

男子団体戦 (MT)

女子団体戦 (WT)

タ イ ム テ ブ ル

男子個人戦 (複 )(MD)

女子個人戦 (複 )(WD)
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1

個人戦
出場者

MT3 MT2

VVT8

MD13

目

8:00開場
・～8:40

MS6

MS14

男子個人戦 (単 )〈 MS)

女子個人戦 (単)(WS)



1.男子団体戦

有  明
(九州・沖縄 )

岐  阜
(東海・北陸 )

7
北 九 州
(九州・沖縄 )

鈴  鹿
(東海・北陸 )

小  山
(関東・信越 )

旭  川
(北 ,毎 i萱 )

＾
０

ク

』

MTl

MT2

MT5

MT6

MT9

MT7

MT8

MT3

MT4

9

10

11・

12

木 更 津
(関東・信越 )

福  島
(東  北 )

石  川
(東海・北陸 )

香  川
(四  国 )

3

4

MT10

山

国

徳

中

石

畿

明

近

MTll

5

6

優

　

勝

準
優
勝

第

二
位
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2.女子団体戦

富  山
(東海・北陸 )

鈴  鹿
(東海・北陸)

7

82

山

国

徳

中

ヽ
「「
5 Ⅵ

「「
7

WTl

Ⅵ
「「
2

Ⅵ
「「
3

小  山
(関東・信越 )

新 居 浜
四  国

沼 津
(東海・北陸)

有  明
(九州・沖縄 )

長  野
(関東・信越 )

苫 小 牧
(北 海 道 )

熊  本
(九州・沖縄 )

WTll

3

4

9

10

11

12

石

畿

明

近

η「「 9 WT10

Ⅵ
「「
4

5

6

Ⅵ
「「
6 Ⅵ

「「
8

ム
ロ
ル化

仙

東

優

　

勝

準
優
勝

第

三
位
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3.男子個人戦 (複 )

北田裕也
小川直人

(北 九 州 )

川口拓洋
青山剛士

(鈴  鹿 )

宅間春介
井上侑也

(高  知 )

浅野有貴
山田貴文

(岐  阜 )

五十嵐 凌
安達優大

(鶴  岡 )

上原尚輝
中村隼一

(徳  山 )

奥西慶典
古林俊祐

(舞  鶴 )

堀江優之

東平泰幸
(木 更 津 )

1

7

MDl

MD2

MD3

M D4

MD9

MD10

MD13 MD14

MDll

MD12

MD5

MD6

9

10

藤山貴幸
瀬島史也

(徳  山 )

茶谷元智
山田哲也

(仙  台 )

武川浩之
岡崎雄介
(有  明 )

北岡真一

橋本友記
(新 居 浜 )

北見祥吾
野村広基

(函 館 )

市井邦彦
田中成見

(石  川 )

金丸明史
上野宏和
(明  石 )

2

3

4

5

6

11

MD15

12

14

15

16

吐
翔
津

鋼
葉
硬

日１
１‥′Λ＋↑

ロ
ｌ

ｆホ
■　
．
′

優

　

勝

準
優
勝

第

二
位
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4.女子個人戦 (複 )

古城朋子
河村美咲

(徳  山 )

景山真帆
木村汐里

(奈  良 )

竹内杏奈
大畠未優里

(長  野 )

坂本茉由
山口明日香

(苫 小 牧 )

丹下梨穂
飯尾奈々

(新 居 浜 )

小野車利沙

亀井由紀

(一  関 )

坂口由起
相坂千恵

(有  明 )

佐野友美
米山沙弥
(沼  津 )

1

2

3

4

6

7

8

丹治啓子
八巻里紗

(仙  台 )

布川玲奈
小張明日香

(小  山 )

樋口真里菜
長谷川 渚
(鈴  鹿 )

田中麻由
八木日出美

(明  石 )

山口祐佳
吉田あゆみ

(熊  本 )

貞廣綺子
小濱琴音

(徳  山 )

日野伶菜
堀江みづき

(新 居 浜 )

WD2

WD3

WD4

WD9

WD10

WD13 WD14

WDll

WD12

WD5

WD6

WD7

WD8

WD15

10

11

12

13

14

16
小川梨沙
小川紗貴
(富  山 )

優

　

勝

準
優
勝

第

三
位

-29-

9

15

5

WDl



5.男子個人戦 (単 )

平澤優一

(香  川 )

清水佑紀
(鈴  鹿 )

中村隼一

(徳  山 )

堀江優之
(木 更 津 )

浦川圭太郎
(大阪府立 )

山田哲也
(仙  台 )

鈴木涼也
(豊  田 )

1

2

3

4

6

7

8

MSl

MS2

MS3

MS4

MS9

MS10

MS13 MS14

MSll

MS12

MS5

MS6

MS7

MS8

MS15

9

10

11

12

13

14

15

16

小林礼幸
(富  山 )

宅間春介
(高  知 )

門上剛士
(木 更 津 )

茶谷元智
(仙  台 )

瀬島史也
(徳  山 )

金丸明史
(明  石 )

吉田康平
(有  明 )

島田直人
(旭 川 )

小川直人
(北 九 州 )

優

　

勝

準
優
勝

第

二
位

-30-

5



6.女子個人戦 (単 )

河村美咲
(徳  山 )

布川玲奈
(小  山 )

吉田あゆみ
(熊  本 )

丹下梨穂
(新 居 浜 )

今井裕里
(奈  良 )

小川紗貴
(富  山 )

丹治啓子
(仙  台 )

真野亜祐香
(苫 小 牧 )

1

2

3

4

5

6

7

8

WSl

WS2

WS3

WS4

WS10

WS1 3

WSll

WS1 2

WS5

WS6

WS7

WS8

WS1 5

9

10

11

12

14

15

16

米山沙弥
(沼  津 )

義原望実
(明  石 )

飯尾奈々

(新 居 浜 )

八巻里紗
(仙  台 )

竹内杏奈
(長  野 )

長谷川 渚
(鈴  鹿 )

古城朋子
(徳  山 )

山口祐佳
(熊  本 )

優

　

勝

準
優
勝

第
二
位

-31-

13

WS9

WS1 4



選 手 名 簿

選手名の○印は主将

団体・個人戦出場欄の囲み数字は地区順位

北海道地区

学  校  名 旭川工業高等専門学校
臣を 督 宮 越 昭 彦

コ チ

マネ ー ジャー

1値 人
男 子 選 手 名 学年 団体

福

さの よしゆき

佐 野 良 之

り

乙

さとう しゅん

佐 藤   駿
Ｒ

Ｕ

０
０

いいだ ひろき

飯 田 浩 喜
ｒ
υ

平

よしだ こうへし

tL ロコ  :ヨ
ロ  ロ  印

４

，

員
υ

しまだ なおと

島 田 直 人
う
０

ａ
Ｕ

くろさき れい

黒 崎   嶺
Ｑ
υ

「

′

なかた かずき

中 田 和 輝

Ｑ

Ｕ

おおうら けんたろう

大 浦 健太郎

■■

■■

|[ヨ

学  校  名 苫小牧工業高等専門学校
臣′
= 督 浅 見 廣 樹

コ チ

マ ネ ー ジ ャー

女 子 選 手 名 学年 団体
4L 人

福 里

さかもと まゆ

坂 本 茉 由 5

2
やまぐち あすか

山 口 明日香 5

3
おだ みさと

小 田 美 里 4

4
真 日:あ

ゆか

土r  
‐.■ 祐香 1

5
にのみや ちさと

二 宮 千 里
1

6

7

学  校  名 函館工業高等専門学校
臣を 督 古 俣 和 直

コ チ

マ ネ ~ン ヤ ~
人

学年 団体
福

男 子 選 手 名

瞑

υ

きたみ

」ヒ 見

しょうご

祥 吾
Ｆ
υ

●
‘

ひろき

広 基
のむら

野 村

０
０ ■■■■
■■■■

■■|
ロ

|[鋼
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① 5 ①

①

①

4 ①

① ①

①

3 ①

①

① ① ①

① ①

①

① ①

①

8

①

ヽ
―
ノ
石
‐ｉ）

４

，



東北地区

学  校  名 仙台高等専門学校 (名取)
臣を 督 野 角 光 治

コ チ 佐 藤 文

??.-irs- 小 関 泰 子

人

福
女 子 選 手 名 学年 団体

②
たんじ けいこ

丹 治 啓 子
員
υ

４

．

つ
乙

ふせ みさき

布 施 美 咲

かとう ふみこ

加 藤 史 子
う
０

う
０

■
４

やまだ なおみ

山 田 尚 美

ｎ
∠

員
υ

むらおか よしみ

村 岡 慶 美

＾
Ｖ

やまき りさ

八 巻 里 紗

「
′

ささき あおい

佐 々 木  葵

０
０

ふがわ ゆき

府 金 由 樹

■■

lEヨ
■■1自

学  校  名 福島工業高等専門学校
巨′
= 督 松 江 俊
コ チ 佐 藤 春 香

<l--')+- 佐 藤 あゆみ

男 子 選 手 名 学 年 団体
人

福 単

■ とヽう ひろのぶ

伊 藤 勲 信
5

2
ほしの ゆういち

星 野 佑 4

3
まとば しゅんすけ

的 場 駿 介
4

4
おおしお さとし

大 塩 智 史
4

5
しが たくみ

志 賀   匠 3

6
わたなべ ともあき

渡 退 智 明
3

7
さとう たいち

佐 藤 太

8

~~~〒
ずき けいと

鈴 木 啓 人
2

学  校  名 一関工業高等専門学校

三 浦 弘 樹臣′= 督

コ チ 三 浦 千 佳

マ ネ ー ジ ャー
」旧
」 人学年 団体
単

女 子 選 手 名

う
、Ｕ ②

~ おのあり
1`沙小 野 里 ..

Ｑ

Ｕ ②
つ

‘

かめい
里
き
紀色  弄

り
０

４

．

員
υ

公
υ

「
′

〇
一υ

■
■
■
■
■
■
■
■

■
■
■
■
■
■

■
■
■
■
■
■
■
■

■
■
■
■
■
■

■■|

E調■

鶴岡工業高等専門学校学  校  名
臣を 督

江 口 宇三郎コ チ

佐 藤 有「 也マ ネ ー ジ ヤー

人
団体学年男 子 選 手 名

４

，

いからし りよう

五 十 嵐  凌

４

，

つ

こ

あたち ゆうだい

安 達 優 大

４

，

「
′

０
０

■
■
■
■
■
■

■
■
■
■
■
■

■
■
■
■
■
■
■

■
■
■
■
■

■

■

口̈

一一E目‖目劉
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① ①

①

①

①

①

①

2 ①

①

①

う
０

① ①

① ① ①

①

①

①

①

①

①

窪 田 員 治

①

①

3

5

6



学  校  名 仙台高等専門学校 (名 取 )
臣を 督 生 田 信 之

コ チ 永 野 日出登
マ ネ ー ジ ャー 石 野 巻茉美

男 子 選 手 名 学 年 団体

ちゃや ゆきとし

茶 谷 元 智
員
υ ② ①

つ

‘

やまだlr也~ 14
山 田 _

員
υ ② ②

う
０

４

，

民

Ｕ

ｒ
υ

「
′

０
０

■■■■
■■■■
■■■■
■■■■
■■■■
■■■■

…

劃
日

"

-34-



関東・信越地区

木更津工業高等専門学校校 名
卍■
■ト

臣′
= 督

鈴 木 裕 理コ チ

v+-)r-
人

学年 団体
福

男 子 選 手 名

仄
υ

1まりえ やすゆき

堀 江 優 之

Ｆ
υ

つ

こ

あたち なおあき

足 立 直 朗

② ②
■
４

かどかみ たけし

門 上 岡1 士
ｎ
０

４

，

とうへい やすゆき

東 平 泰 幸
‘

，

②
■
４

あきば しよう

秋 葉   翔
員

Ｊ

う
０

ハ
０

いとう ともたけ

伊 藤 智 武

７

′

０
０

■■■■
■■■■

■■

1目璽
■■|□

校 名学

目

“

= 督 秋 山 正 弘

仲 林 大 輔コ チ

<?.-)r- 平 林 さち子
人

学年 団体女 子 選 手 名

う
０

おおはた みゆり

大 畠 未優里
たけうち あんな

竹 内 杏 奈
つ

こ

mヽ まなみ
.`‐折

お
鼻愛美う

０

つ
ι

４

，

ふじまつ ひ

 舞藤 松
Ｒ

υ

なかむら
ぶ
.実

↓コ
ー

 1‐中  ↑
"

員

υ

員
Ｊ

ハ
０

し1++」

池 田
だ
寛
い
 ̈ り  い
なお'`」・ ナ〔 ′
`.  [b

″
"′   "ゝ
  ノヽ水 出

７

′

０
０

こすだ あや

小 須 田  絢

■用 壁ヨ

■■
■■
■■
■■
■■

卍6
」‐ 小山工業高等専門学校

巨を 督

コ チ 滝  村 =」
こ
平

<l--)+- 長谷
"1 
雅 典

男 子 選 手 名 学年 団体
lE 人

複 里

さとう まさし

佐 藤 雅 士
5 ②

2
いしかわ ひろかず

石 りll 裕 ― 5 ②

3
やいた さとし

矢 板 理 志
4 ′
´
F)、

、4´′

4
うがもち ゆうき

宇賀持 勇 樹 ②

いした はやと

石 田 隼 斗
3 ②

6
ふじた まさや

藤 田 雅 也
3 ②

7
あかまつ ゆうき

赤 松 佑 基
3
″ヽ
マレ'

8
ながしま りゆうせい

永 島 竜 成 ②

学  校  名 小山工業高等専門学校
巨を 督

F
,て 田 朋 樹

コ チ

<1.-)r- 荒 巻   綾

女 子 選 手 名 学年 団体
lL 人

複 堂

ぬのかわ れいな

布 り|1 玲 奈 ② ② ②

2
こばり あすか

小 張 明日香 2 ②

3
さとう りさ

佐 藤 里 紗
2 ②

4
まつもと まき

松 本 真 季
1 ②

5
かがみしま ひらり

鏡 島 ひらり ②

6

7

8
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婦 山 智 治

① ① ① ①

①

①

① ①

①

①

長野工業高等専門学校

① ① ①

2 ① ① ①

2 ①

①

①

①

①

①

校   名

小 野 雄 ―

①

3

5

3

原   彰 良

① 2

②

1



東海・北陸地区

学  校  名 鈴鹿工業高等専門学校
臣を 督 奥 野 正 明

コ チ 松 尾 亮 太

マ ネ ー ジ ャー 見 並   憲

男 子 選 手 名 学 年 団体
lL 人

福 単

1

しみず ゆうき

清 水 佑 紀 ○

2
かわぐち たくみ

川 口 拓 洋 5
′ヽ
∪

やすだ たいし

安 田 泰 士 5

④
あおやま たけし

青 山 岡ll 士 4 ○

5
おおにし てつ

大 西   徹

6
おこし りゅうと

起   隆 都 4

7
いば ゆう

伊 庭 優
4

8
やまもと そうし

山 本 創 士 4

学  校  名 富山高等専門学校 (射水 )
巨を 督

コ チ 阿 蘇   司
マ ネ ー ジ ャー 森   聡 子

人
学 年 団体

ながお あやか

長 尾 彩 加
民
υ

②
おがわ りさ

小 り|! 梨 沙
И
７

Ｏ
ｕ

やまざき みさと

山 崎 美 里
ｎ
０

И
一

やち あやか

谷 内 彩 香
う
０

員

Ｊ

かわい あやか

河 井 彩 香

ａ
Ｕ

おがわ さき

小 り|1 紗 貴
●
ι ②

「

′

くりやま あおい

栗 山   葵
つ

こ

Ｑ

Ｕ

おかべ ゆう

岡 部   由
′
一

■■
E誌諏 Eヨ

学  校  名 石川工業高等専門学校
臣を

督 高 野 典 礼

コ チ 下   杏 里

マ ネ ー ジ ャー 石 田 祥 子

男 子 選 手 名 学年 団体
福

いちい くにひこ

市 井 邦 彦 ②

2
たにや じゅんし

谷 屋 淳
ち

4 ②

3
■,+・

津 百
まこと

口 1 盲

~

、 人 4 ②

4
たなか
軍 見L‐   ,り
C田 中 _ 4 ② ②

5
はやし たかひろ

林   貴 広 3 ②

6
ながた の′Stゆ き

長 田 修 至
2 ②

7
がんにょ ようすけ

元 女 陽 介
1 ②

8
うけがわ けス′と

受 り:! 健 斗 1 ②

学  校  名 沼津工業高等専門学校
臣を

督 押 り|: 達 夫
コ チ 小 松 潤 也

マ ネー ジャー 川 口・ 直 輝
女 子 選 手 名 学年 団体

lL 人
福 単

1 メt 

ねやま せ

―ヽ  1[   C0.,少 弥 2 ②

2
さの ともみ

佐 野 友 美 3 ② ②

③
のむら ゆきこ

野 市寸 有紀子 4 ②

4
むろふし ゆきな

室 伏 由紀菜 4 ②

5
ほりぐち りか

堀 口 梨 佳 2 ②

6

7

8

-36-

5 ①

①

3 ①

①

4 ①

①

①

①

山 本 桂―郎

女 子 選 手 名

①

① ①

①

①

3 ①

① ①

①

①

ー′
ヽ  |

菫國

① 5 ② ② ①



学  校  名 岐阜工業高等専門学校
臣を

督 所  哲 郎
コ チ 平 岩 裕 太

マ ネ ー ジ ャー 川 崎 岡1 洋

男 子 選 手 名 学年 団体
lL 人

福 単

1
1

・あさの ゆうき

浅 野 有 貴 5 ○

2
やまだ たかふみ

山 田 貴 文 5 ○

ら、る+

百 乱
=か
んじ
_勘 4」_| 4

4
か力くむ  けん

各 務   憲 3 ○

5
かとり たけお

鹿 取 丈 朗 3 ○

6

ハすまさ
._

たち '康
 将栽 3 ○

7
おけたに たかひろ

桶 谷 貴 洋 ○

かとう たかひろ

加 藤 貴 大
2 ○

学  校  名 鈴鹿工業高等専門学校
臣を 督 奥 野 正 明

コ チ 松 尾 亮 太

マ ネ ー ジ ャー 岸 本 玲 奈

人女 子 選 手 名 学年 団体
福 単

ひぐち まりな

樋 口 真里菜 ○
′ヽ
∪

はせがわ なぎさ

長 谷 川  渚
′ヽ
∪ ○

員
υ ○

●
Ｕ

なかお しずか

中 尾 静 香
′ヽ

∪

４

，

′ヽ
Ψ

こばやし ゆうこ

小 林 優 子

員
Ｊ

まつた いよ

松
｀
田 伊 世

４

，

′ヽ
Ψ

ａ
υ

さかもと わかこ

坂 本 和歌子
（
６

′ヽ
Ψ

つ
′

きゅうの ゆりあ

久 野 友梨亜
Ｑ

Ｕ
′ヽ
∪

０
０ ■■

■■

富山高等専門学校 (射水 )学  校  名

山 本 桂―郎臣を 督

コ チ

岩 屋 太 陽マ ネ ー ジ ャー

人
学 年 団体男 子 選 手 名

こばやし のりゆき

小 林 ネし 幸
４

，

つ
乙

う
０

４

，

瞑

υ

ハ
０

「

′

０
０

■■■■
■■
■■
■■■

Eヨ||[璽
■■1自

学  校  名
幹
皿 督 今 岡 克 也

コ チ 伊 藤 龍
マ ネ ー ジャー 奥 野 旭 洋

人
男 子 選 手 名 学年 団体

すすき りょうや

鈴 木 涼 也
′
４ ②

ｎ
∠

Ｏ

υ

４

．

Ｆ
υ

ハ
０

０
●

■■■■

■■■■
■■■■
■■■■
■■■■

EЛII壁ヨ
■■|ロ

■■
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①

①

③ ○

つ
ｕ

Ｏ
υ

① 5

2

5

4

ヽ

ノ
石
同
）

新 開 純 子

| | |
| | |

豊田工業高等専門学校

「

′



近畿地区

明石工業高等専門学校学  校  名
●を 督 宮 本 行 庸

長 嶋 隆コ チ

マ ネ ~ン ヤ ~ 糟 谷 尚 平

人
学年 団体

かなまる あきふみ

金 丸 明 史
Ｆ

υ ②

つ

乙

~'1あ
きひと

1手]者
ll聡

人 Ｆ
υ

■
４

う
０

うえの ひろかず

上 野 宏 和

４

，

かじわら ゆうた

梶 原 雄 大
４

，

⑤
みわ なおと

輪 尚 登
う
０

ａ
υ

うえはた しんたろう

上 畑 晋太郎
う
０

「

′

橋

ま

栞

と|:iうき

輝
つ
乙

０
０

くめ しゃんじ

久 米 俊 治
ｎ
∠

■用 Eヨ
■■1旦

■■

学  校  名 明石工業高等専門学校
巨を 督 宮 本 行 庸

コ チ 武 田 字 浦

マ ネ ー ジ ヤー

人

福 里
女 子 選 手 名 学年 団体

やぎ しょうこ

八 木 翔 子
員
υ

ｎ
∠

よしはら のぞみ

義 原 望 実
４

， ②

たなか まゆ

田 中 麻 由
う
０

И
一

たなか みさき

田 中 美沙紀
う
０

貫
υ

やぎ ひてみ

八 木 日出美
０
０

＾
０

なかしま みつき

中 島 みつき
しもはら すずか

下 原 寿々花
０
０

たにの あおい

谷 野   葵

■■

■■|□

学  校  名 舞鶴工業高等専門学校
臣を 督 野 毛 宏 文

コ チ

マ ネー ジ ャー 上 野 瑛美理

男 子 選 手 名 学年
lL 人
福 単

1

おくにし よしのリ

奥 西 慶 典 5 ②

2
ふるばやし しゅんすけ

古 林 俊 祐 3 ②

3

6

7

8

学  校  名 奈良工業高等専門学校
饉′
= 督 鬼 頭 みずき
コ チ

マ ネー ジ ャー

女 子 選 手 名 学年 団体
lL 人

福 単

1

かげやま まほ

景 山 真 帆 2 ②

2
きむら しおり

木 本寸 汐 里

3
いまい ゆり

今 井 裕 里

4

5

6

7
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男 子 選 手 名

① ①

①

① ①

①

①

①

①

①

安 井 佑 佳

ヽ
―
ノ

石
Ｈ）

①

③ ① ①

①

① ①

①
つ
こ

「
′ ①

①

Ｆ
Ｆ

体

一　

　

一　

　

一

団

一　
　

一
　

　

一

l   I
l   :

| |

1 ②

1 ①

8



大阪府立工業高等専門学校学  校  名
臣を 督 岩 本 いづみ

コ チ

西 坂 駿 亮マ ネ ー ジ ャー

男 子 選 手 名 学年 団体

うらかわ けいたろう

浦 り:! 圭太郎
Ｆ
Ｕ ①

う
４

う
０

４

．

員
υ

公
υ

７
′

Ｏ
υ

■■■■
■■■■
■
■
■
■
■

■
■
■
■
■

■
■
■
■
■

■
■
■
■
■

■ЛII[:■
ヨ困■■
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中国地区

卍■
」‐ 校 名 徳山工業高等専門学校

巨を 督 柳 澤 秀 明

コ チ 近 藤 圭 晃

<?--)r- 上 崎 皓 貴

男 子 選 手 名 学 年 団体
lL 人

福 単

1

うえはら なおき

上 原 尚 輝
5 ②

②

~お
かもと たがあき

岡 本 隆 明
4

3
あべ いっき

安 部 ― 輝
4

4
もりもと たかすみ

森 本 貴 純
4

5
なかむら しゅんいち

中 村 隼 ―
3 ② ②

6
ふじやま たかゆき

藤 山 貴 幸

7
みずの なおや

水 野 直 也 3

8
せしま ふみや

瀬 島 史 也
2

学  校  名 徳山工業高等専門学校
臣を 督 柳 澤 秀 明

コ チ 北 ,ll   勇

マ ネ ー ジ ャー

女 子 選 手 名 学年 団体
lL 人

複 単

1

かたやま みのり

片 山 美乃里 5

② 1ゴ

_ilう ともこ

クス 朋 子 3 ②

3
かわむら みさき

河 村 美 咲
3

4
さだひろ あやこ

貞 廣 綺 子
3 ②

5
いまい えりか

今 井 瑛里夏 2

6
こはま
理 音゛い
 ‐
与小 ,負 2

7

8
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①

①

①

①

①

3 ① ①

①

① ① ①

①

① ①

① ① ①

①

①

① ②



四国地区

新居浜工業高等専門学校

矢 野   潤督臣を

コ チ

a+-ir-
人

学年 団体女 子 選 手 名

■
４

たんげ
」ll 穂~ 
型 |丹 :

員
υ

う
‘

いいお あゆみ

飯 尾 歩 美

員
υ

おおた あんず

大 田   杏

②
う
０

‘

．

いいお なな

飯 尾 奈 々

②民

υ

ひの れいな

日 野 伶 菜

う
ι ②ａ

Ｕ

ほりえ みづき

堀 江 みづき

つ
乙

７

′

しのはら いずみ

篠 原 いずみ
Ｏ
υ

~はしもとびさ昔橋 本 千 _

Eコ|1壁 :ヨ
■■|ロ

学  校  名 香川高等専門学校 (高松 )

吉 永 慎督臣を

コ チ

v+-i+-
人

学年 団体

仄
υ

~ 
ほそかわ たかき

細 'll 隆 喜

И
■

う
‘

ひらさわ ゆういち

平 澤 優 ―

■
４

う
０

おか けんいちろう

岡   健一郎
う
０④

むらかみ なおや

村 上 尚 哉

つ
ι

員
Ｕ

~~‐
1ヽ たく、

 ŕ‐y繁 ア`嘉大
●
乙

おかうち いつぺい

岡 内 一 平

「

′

卜′.さだひろ

=生

~ 
は
～
  
定  ′ロ韓

まつた しょうご

松 田 将 吾

■■
■■
■■
■■
|■■

EЛIE:ヨ

■■

■■1国

高知工業高等専門学校学  校  名

岸 本 誠 ―督臣を

コ チ

?+-ir-
人

学年 団体男 子 選 手 名

う
０ ②

たくま しゅんすけ

宅 間 春 介

②
いのうえ ゆうや

井 上 侑 也
つ

こ

う
０

４

，

員
υ

Ａ

υ

「
′

Ｏ
υ

■
■
■
■
■
■

■
■
■
■
■
■
■
■

■
■
■
■
■
■

■■|」
口用 腱 ヨ

新居浜工業高等専門学校学  校  名

矢 野   ,間督臣を

コ チ

<1.-!r-
人

学年 団体男 子 選 手 名

きたおか しんいち

北 岡 真 ―

，

こ
う
４

はしもと ゆうき

橋 本 友 記

う
０

員
υ

ハ
０

「

′

Ｏ
υ

■
■
■
■

■
■
■
■

■
■
■
■
■
■

■
■
■

■

■

剛＝ l壁ヨ
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山 "l 啓 太

男 子 選 手 名

①

① ①

①

①

①

6 ①

①

8 ①

学  校  名

尾 上 哲 也

① ① ①①

①

3 ①

① ①

3 ①

①

①

①

色   謙

2 ①

①

4

う
０

②



九州・沖縄地区

学  校  名 有明工業高等専門学校
臣を 督

コ チ 菱 岡 憲 司

マ ネ ー ジ ヤー 村 上 龍 平

男 子 選 手 名 学年 団体
lL 人

福 単

たけかわ ひろゆき

=卜
 l[l =生  ウ

1:=ヽ   ′::   ′口:   ´
`=_

5 ②

2
にしかわ かずたか

西 りll 和 孝 5

3
やの ふみや

矢 野 史 也
5

4
ふじもと しゅんいち

藤 本 駿 ― 5

5
さくらぎ あつひろ

櫻 木 淳 裕 4

6
おかざき ゆうすけ

岡 崎 雄 介 ②

7
よした こうへい

吉 田 康 平 ②

8
たけかわ としや

武 り:! 隼 也 3

学  校  名 有明工業高等専門学校
臣
′
=

ケ又
目 中 島 ,羊  典

コ チ 菱 岡 憲 司

マ ネ ー ジ ャー 立 野   文

女 子 選 手 名 学年 団体
lL 人

福 車

牛 
しじま ゆえ

:_  
■:   

″́`

輌 由 夏 4

2
しみず ゆか

清 水 邑 佳 4

3
いちき まほ

木 麻 帆 4

4
さかぐち ゆき

坂 口 由 起 3

5
あいさか ちえ

相 坂 千 恵 ②

6
おくむら あおい

奥 本寸   葵 1

7
いしかわ りな

石 り|1 莉 芝s 1

8

学  校  名 北九州工業高等専門学校
巨
´

督 白 神   宏
コ チ 有 友 紀

マ ネ ー ジ ャー 廣 和 樹
lL 人

学年 団体
重

わたなべ ゆうだい

渡 辺 雄 大
民
υ ②

きただ ゆうや

北 田 裕 也
′
４ ②

，

‘

なんば ともや

灘 波 朋 也
４

，

ｎ
０ ②

ん ださみ

サ ミ ン ダ
Ｑ

Ｕ ②
員

Ｊ

おがわ なおと

小 りl! 直 人
たなか とおる

田 中   徹
（
０ ②

＾

ｕ

つ

乙

つ

′

くどう さとる

工 藤   悟

Ｏ
Ｏ

きむら たかし

木 本寸   孝

一■■
■
■
■

学  校  名 熊本高等専門学校 (八代)
臣′
= 督 濱 辺 裕 子

コ チ

マ ネ ー ジ ャー 孝士
ロ
十
１
＋
↑中

学年 団体
イL 人
複 単

やまぐち

・  佳山 口 仙 5 ②

2
ほんだ ちえ

本 多 千 恵 5 ②

3
つのだ ひかる

角 田   光 5 ②

4 吉百
あゆみ
_ あゆみ 4 ② ②

5
かもいけ ちあき

鴨 池 智 耀
3 ②

6

7

8
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中 島 洋 典

① ①

①

①

①

①

3 ①

3 ①

①

① ①

①

①

① ②

3 ①

①

①

①

団

田

①

男 子 選 手 名

②

４

．

① ①

②

②

　̈
　
　

　
　

一

匡
ピ

|

r―――
l

|

|

女 子 選 手 名

① ① ①

①



栄 光 の 記 録
+
ノヽ
∠、
7マ
′ヽ
7●場 種 目 1  イ立 2  位 3 位

第

回 川

団体 官  城 長   岡 佐 世 保 釧1  路
個人
(複 )

山 本 和 徳
平 間 次 男
(官 城 )

小 林 俊 仁
池   為 弘
(旭  り||)

阿 部
吉 井
(苫

順 一
正 浩
」ヽ 牧 )′

個人

(単 )

小 林 俊 仁
(旭 川 )

池   為 弘
(旭  り||)

本 間 道 英
(長  岡 )

官

城

団 , 宮  城 旭  川 佐 世 保 長   岡

個人
(複 )

昆 野 良 久
太 田 博 道
(官 城 )

小 野   裕
松 浦   勇
(官  :城 )

小

谷
(

馨
員|」

)

山

茂

福 井

玉 本す 嘉 男
小竹原 勝 浩
(福 井 )

個人
(単 )

昆 野 良 久
(宮 城 )

金 山 尚 幸
(高  松 )

小 山 馨
)(福  井

lヽ 野  裕
(官 城 )

′

,=チ
■ヨ

井

宮  城 長  岡 福  井 旭  川

個人
(複 )

山

土
土
(

‐
′寺
+
フヽ

)

田

田 外
」
=

堀 江   定
永 桶 俊 一

(長  岡 )

小 野   裕
松 浦   勇
(宮  城 )

大須賀
竹 内
(官

弘 行
実

城 )

個人
(単 )

大須賀 弘 行
(官 城 )

山 本 憲 幸
(旭  り||)

金 山 尚 幸
(高  松 )

大久保
(舞
ひとし
鶴 )

第
四

回

乙ヽ

^

子

団体 長  岡 米  子 新 居 浜 鶴  岡

個人
(複 )

中 本 泰 司
山 本 明 良
(米  子 )

山 田 和 彦
大 須賀 弘 行
(官  城 )

寿 一
健 逸
戸 )

田 沢
館 山
(  ノて

涌 井 正 樹
神  田  実
(長  岡 )

個人
(単 )

中 本 泰 司
(米  子 )

日 野   豊
(新 居 浜 )

砂 野 修 治
(新 居 浜 )

小竹原 勝 浩
(福  井 )

第
五

回

新

居

浜

団 体 新 居 浜 長   岡 米  子 宮  城

個人
(複 )

涌 井 正 樹
神 田  実
(長  岡 )

日 野   豊
砂 野 修 治
(新 居 浜 )

田 沢 寿 一

館 山 健 逸
(人  戸 )

大須賀 弘 行
工 藤 洋 之
(官 城 )

個人
(単 )

涌 井 正 樹
(長  岡 )

日 野   豊
(新 居 浜 )

中 本 泰 司
(米  子 )

F
,て

浩 一 郎
岡 )

林
(

第

回

」ヒ

九

州

団体 新 居 浜 米  子 宮  城 石  川
白 石 健 司

堀 内 敬 一

(新 居 浜 )

中 野 浩 之

酒 井 充 英
(石 川 )

せ    ,`上  _ 百R′
|′ |｀    1に       ,ヽ |,

岡 村 孝 生

(長 岡 )

小 野 隆 則
小 島  克
(北 九 州 )

個人
(単 )

林 浩 一 郎
(長 岡 )

中 本 泰 司

(米 子 )

山 本 明 良
(米 子 )

蜂
(

谷 ||「 ]
|

茨 城 )

第
七

回

奈

良

団体 石  川 米  子 F¬ 知 福  島

個人
(複 )

酒 井 充 英
中 松 章 一

(石 川 )
平 沢
(福

康 一
員」日召
井 )

南 伊 藤
岡 村
(長

浩
孝 生

岡 )

広 原 洋 司
小 室 勤 三

(茨 城 )

個人
(単 )

小 田 高 博
(高 知 )

南
(

「
|:

,そF
ヨヽ 井 )

士  日   =
ロ  タし  」L

(茨 城 )

山 根
(津
直 樹
山 )

第
ノヽ

回

東

泉

団体 福  島 新 居 浜 長  岡 富  山
個人
(複 )

広 原

小 室

(茨

洋 司

勤 三

城 )

坂 井 政 彦
前 田 栄 造
(富 山 )

小 田 高 博
北 村  竜
(高 知 )

鶴 田 浩 康
秋 山  亨
(新 居 浜 )

個人
(単 )

小 田 高 博
(高 知 )

山 根 直 樹
(津 山 )

小 谷 清 史
(米 子 )

中 西 英 夫
(東 京 )

第
九

回

■
=中

/1ヽ

牧

団体 福   島 新 居 浜 旭  川 東  京
個人
(複 )

大 場 岳 史
田 口 義 紀
(仙 台 電 波 )

太 田  海
阿 部  浩
【 鶴 岡 )

秋 山
(新 居

城 戸 吉 巳
,

浜 )

中 西 英 夫
福 田 正 宏
(東 京 )

個人
(単 )

黒 沢 勝 敏
(福 島 )

飯 塚 俊 三

(福 島 )

酒 井 謙 一

(福 島 )

秋 山  亨
(新 居 浜 )
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旭

第

二

回

第

三

回

ヽ

ヽ

＞

ノ

旨
久

個

け



大
′、
7● 種 目 1  イ立 2  位 3 位

第

十

回

福

　

島

団体 福   島 新 居 浜 佐 世 保 旭  川
ヽ

ヽ

ヽ

′

ノ

旨
欠

個

僻

一
敏
＞

謙
勝
島

井
沢
福

酒
黒
＜

俊飯 塚

,ヨ   自_ ヽ
「ロヨ `=0 ′

工早葉薄

＜

夫
宏

＞

＋央
正
一只

西

田
東

中
福
＜

博 幸

誠口
世

ｈ
ｒ

　

　

ｉ

ｒ
　
　
　
■
エ

田
山
口 保 )

ヽ

＞

個
ノ
鮮

敏
＞
勝
島

コヽ
ヨロ

シ
ν
，
↑

黒
＜

三
＞
俊
島

塚
福
飯

＜

秀

＞(佐 世 保
井 出 禾| 清 隆渡 邊

(佐 世 保 )

第

十

一
回

鈴

　

鹿

団体 佐 世 保 茨  城 津  山 都  立

人

”

個

砕

秀
隆

＞

利
清

‘世

出
邊

佐

井
渡
＜

宏

文
＞

光
直
知

田
本
高

西
谷
＜

吾
充
＞

新
善

ぢ居

浦

井
新

金
横

＜
健 太 郎

」得葉

福 田

島福
ヽ

＞

個
ノ
鮮

秀

＞
井 出 禾|

(佐 世 保
渡 邊

(佐 世
隆
＞
青
保

淳

＞

薄

＜
葉

福 島
美

＞

豊
４

部
苫
堀
＜

第

十

二

回

し
卜
　
　
　
・―
一

■
Ｆ
　
　
　

＝
ロ

団体 佐 世 保 熊 本 電 波 都  立 福  島

人
動

個

幹

孝

太

電 波

害
健
本

「
男

●
こ
ヽ

六
郷
け

」一ロ
白

い

也

一
＞

竜

光

立

込
吉

都

堀

元
＜

勉
聡
円

下
世

十
一
　

生

ｉ
木

ィ
清 隆
′【]   ヽ
1イ  ヾ ′

雄

■
二

■
コ

　

　

＝
Ｌ

本
邊
生

西
渡
口

入

、
、
リ

個
ノ
鮮

清 隆

(佐 世 保 )

渡 邊 一
＞

光
立

吉
都
元
＜

之

＞

智

良

Ｉ
Ｉ

Ｓ
ヽ

＝
″
′
河

細

く

二
＞

真

部

中

宇
田
＜

第

十

三

回

新

居

浜

団 体 佐 世 保 熊 本 電 波 福  島 富  山
人
”
個
“

隆
矢
＞

清
達
輌世

邊
野
佐

渡
濱
く

親
明
＞

嘉
宗
山

原
内
富

野
作
＜

和

日
´

‐

三

和

浜居

口

ｒ可

林
樋
［

昭
蔵
政
健

林
原
若
楢

神 戸 市 立
人

ヽ

＞

個
ノ
蝉

清 隆渡 邊

(佐 世 保 )
高

＞
正
知

保
高
久
＜

実
波電

木
本
本
熊

賢

＞田

藤

秋

斎

＜

第

十

四

回

熊

本

団体 熊 本 電 波 東  京 福  島 新 居 浜

男

子

人
助

個

絆

頼
郎
＞

信
五
京

島
巻
東

中
坂
＜

弘
実
山

敏‘
，
墜
″

二
―
コ

電
木
本
本
熊

明
幸
憲
治

畑
本

高
持
Ｅ
（

剛
雄
＞
茂
川

本
石
蔵
＜

自
田

二局

ヽ

＞
‘

Ｆ

個

Ｌ

頼
＞
信
京

島
東
中

＜

実
波一
嘔

木
本
本
熊

史

＝

コ
　
ロ
Ｌ

仕
―
■
九

田

＜
高 畑 憲 明

`●

:1      ヽ
ラヽ  ノ

女

子

人

”

個

鮮

里
美

＞

祐

久

ぢ居

野
原
新

小

三
＜

美
子
＞

里
博
良

藤
宅
奈

安
新
＜

り
子
＞

か
智

―

ゅ

早
ヵ

原
藤
ヵ

松
斎
＜

子
紀

＞

律

由

関

本

”

一

中

及
＜

ヽ

＞

個
ン
鮮

い
ソ

カ

″

ヽ
″

＝
月

ｋ

．
原
九
松
＜

奈

＞

真

知
野
高
上
＜

酒 本 亜 希 子
山津

美

＞
里
良

藤
奈
安

＜

第

十

五

回

神

戸

団 体 福   島 石  川 旭  川 宇  部

男

子

人
動

個

け

志
輔

＞

晃
大

ち居

上
上
新

井
井
＜

．　
．
波

真
竜
電

尻
垣
′´〕ヽ

田
柴
輌

生
雄
＞

貴

富
川

西
尾

石

小
松
＜

聡
〇ち

田

／１＋ヨ

鎌
Ｃ

勝 司尾松

た

、

、
フ

個
ノ
鮮

義

＞
一
島

村
福
中

＜

雄

＞

茂

川

本

石

蔵

く
．
波

真

電
尻
′田曝

毅

＞良

藤

奈

安

＜

女

子

人
動

個

僻

美
子
＞

里
博
良

藤
宅
奈

安
新
＜

里
美

＞

祐
久

ぢ居

野
原
新

小

三
＜

加
美
＞

友
宏

明

橋

田
有

石
平
＜

子

り
＞

智

か
‐

早
ゅ
月

藤

原
九

斉

松
＜

人

ヽ

ヽ
フ

ノ
）ヨ
ト

個

↑
美
＞
里
良

藤
奈
安

＜

●

ノ
カ
″ゆ
”

原
九
松
＜

奈

＞

真

知
野
高
上
＜

み
＞
な
知

尾
高
平
く

第

十

六

回

茨

城

団体 宇  部 苫 小 牧 福  島 新 居 浜

男

子

人

助

個

“

一
信

＞

健
幸

明

石
戸
有

立
城

＜ 岡
F
,て

一
輝
秀

〓
ト
昨

″

田本

松 樹
＞
秀
島

辺
福
渡

く

優笹 輔
司
＞

大
誠
ら居

上
本
新

井
官
＜

人

、
、
リ

‘

Ｆ

個

帷

毅

＞奈

安

＜
藤

良

二
＞
浩

″
塩 見

新 居

幸

＞
利
部

岡
宇
松
＜

ヤジ

＞
）
鹿

．
　
生
ロ

イ

金

´

デ
＜

レ

女

子

人
鋤

個

０
奈 良

一泉
築

＜

美

子
ヨ
美

μＬ
【
／

真
城

美
美
真

知
波電本ヒヒ

ヽ

´
日
＾

次

垣
三
柴

美
恵
＞

宏
理
明

田
本
有

平
官
く

春
＞
千
ｔ

橋
苫

三
高
く

篠 公 美 子

人

ヽ

ヽ

リ

彫
鮮

と

ヽ
　

　

一

ヨ
ン

、
２

宏

明
田
有

一平

＜

知 美柴 垣
波一嘔本

七
ヒ
ヽ

ム
ロ
＾

ｈ
リ

＾
″

ヽ
″

＝
”

Ｋ

．

ヨ
コ

原
九
松
て

美

＞
智

呉
谷
＜
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０

〕

工
ｒ
一大 '',7

千童目 1  イ立 2 位
長   岡 奈  良団体 宇  部 有  明

一
信
＞

健
幸
明

石
戸
有

立
城
＜

輝
章
＞岡

原
橋
長

松
高

く

個人
(複 )

毅
典
＞
征
良

藤
谷
奈

安
岸
＜

松 尾 勝 司
鎌 田  聡
(苫 小 牧 )

牧 嶋
( 有

光
＞
隆
明

橋

長

高

＜

章

＞
二
＞
春
松

田
高
安
＜

男

子
個人
(単 ) 奈 良

安

＜

毅

＞

福 島 千 夏
渡 辺 真 由 子
(石 川 )奈 良

泉

築
＜

美

子
由
撲
真

‘城
高 橋 千 春
戸子台 明 日香
(苫 小 牧 )

山右 佐

米

美 佳
真 由 子
子 )

稲 田

田

山

禾

青

＜
美 由 紀

米 子

稲 田 真 由 子個人
(単 )

美

＞

由
良

真

ミ
ブ
カ

泉

＜
ゆ か り
川  )

松 原
(旭

第

十

七

回

米

子

女

子

佐 世 保 千苫 小 牧 有  明団体
吉
子板 橋
健
波電

橋
台
古
仙

弘

明

＞

・Ｆ
■
　
　
　
１

●
Ｆ

　

　

Ｉ
上

．
博

―

部
　
富

磯
堺
＜

洋
治
＞

信
真
良

家

口
奈

福
山
て

鎌 田  聡
井 回 ― 行
(苫 小 牧 )

個人
(複 )

人
＞
直
島

木
福
鈴
＜

洋
＞
信
良

家
奈
福

く
エディ・スウェイト
(久 留 米 )

橋
F
,て 岡

章

＞

高

＜

男

子
個人
(単 )

泉

奈 良

美

子

由

美【′

真

築 城

官 城

大 久 保 範 子
伊 藤 寿 子美

穂
＞

宏
瑞
明

田
松
有

平
永
＜

ゆ か り

由 佳
川 )

原
雲
九

松
楠
＜

個人
(複 )

鳴 川 奈 緒
(東 京 )

美
＞
由
良
真
奈
泉

＜熊 本 電 波
柴 垣 智 美 穂

＞
瑞

明

松
有
永

＜

第

十

人

回

八

戸

女

子
個人

(単 )

呉北 九 州奈   良 函  館
下 田 託 郎
小 り|1 修
(苫 小 牧 )

辻 本 智 彦
小 池 幸 裕
(官 城 )

彦

士
＞
一

孝
高

代

田
田
人

一前

園
＜

個人
(複 )

健
波電

橋
台
古
仙

子
―
ｍ
，
浅

慎 吾

橋

長 岡

章

＞

一昌
＜ブ,(

フト 良

福 家 信 洋

(

健
波電

操価̈
ム
ロ

古
仙

本 山 宏 士

(呉 )

男

子
個人
(単 )

(官 城 )

伊 藤 子
子
寿
争大 久 保

子
乃
＞

悦
雪
ι居

松
崎
新

植
塩
＜

美
＞
久

子

藤

米
佐
＜

稲 田 真 由 子
個人
(複 )

美
穂
＞

宏
瑞
明

田
松
有

平
永
＜

鳴 川 奈 緒
(東 京 )米 子

稲 田 真 由 子柴 月

波電本レ』ヽ
ム
Ｈ
¨

智 美 穂
＞
瑞

明
松
有
永
＜

舞

鶴

女

子
個人
(単 )

第

十

九

回

佐 世 保旭  川人  代 宇  部
彦
亘
＞

泰
正
館

邊
橋
函

渡
高
＜

洋
治

＞

信
真
良

家

口
奈

福

山
＜

宮 崎
川 田
(宇

志

寛

＞
一

宏
恵

部
．

個人
(複 )

彦
裕

＞

智
幸

城

本

池
宮

辻

小
＜

小 池 幸 裕
(官 城 )

士
心
＞

宏
部

崎
宇

官

＜

幸
＞
一

聖

田

藤
秋
伊
＜

男

子
個人

(単 ) (北 九 州 )
甲 斐 義 樹

高 橋 千 春
戸子台 明 日香
(苫 小 牧 )

子
加
＞

優
祐
代

崎

田
人

森
富
て

沢

石

稲
＜

理 代
川 )

由 子渡 辺 真 緒

尋

＞
一

―

，

　

‘

．

　

　

一

奈
千
京
一一

＝

田

煮

リ

ル
人

一―
ン

百
け

ロ
ーー

＜

一田
レ
リ個人

(複 )

都 城

堀 内 智 美佳

＞

由

――

予

旦

呈

ヵ

楠
＜

電里 千ヽ
り|| )

沢

石

稲

く

第

二
十
回

大

分

女

子
個人

(単 ) 熊 本 電 波
柴 垣 智 美

旦
（苫  /1ヽ 牧団体 人  代 仙 台 電 波

智
介

＞

明
亮

明

橋

開
有

板
吉

＜

雄
一開

俊
啓
電

藤
屋
澤

安
鹿
皓

個人
(複 )

'黒
横

＜

田 浩 介
山  弘
高 知 )

一
哉

＞

真
賀

・′
・

＝
八
´ヽ
ユＬ

ス

波
藤
都

斯
齋
く

大 江

(岐

ヽ
―
／
ノ

＞

裕
阜

仲 山 久 也
(苫 小 牧 )

個人
(単 )

博

山

堺

＜

明

＞

'院 郎
)口  ヽ
イリヽ   フ居

村
新
今
く

個人
(複 )

鳴 川

川 畑

(東

緒
尋
＞

奈
千
京

加

子
＞

祐
優

代

田
崎

人

富
森

＜
理 代
川 )

Ｊ
・沢

石

せ渡
稲

＜

真 由 子

中田
＜ 新 居 浜 )

マ
，
口
，
中

裕 貴 枝
香 織

岐

阜

女

子
個人
(単 )

甲島 り||

(東
緒
＞
奈
京

内山

＜ 新 居 浜 )
沙 織 美

＞

智

城

内

都
堀
＜

由 佳
川 )

ニ
ー

日
コ

ロ
，

■
Д

楠

＜

■回亜ヨ■
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一
回

男

子



大
′ヽ
アヽ 場 種 目 2   イ立 位3

団体 ノヽ
●
、 高  知 呉 宮  城

個人
(複 )

史

則
＞

崇
彰

城

木
原
官

鈴
菅

＜ 代 )

園 上

岩 本

(  ノヽ

日

引自●́
治雄
豊 和 i睾

横

＜

田 浩 介
山  弘
高 知 )

一哉
朗

＞

賀

二

‥」ピ

太

文

、
．
郭

藤
木
孝

齋
鈴
＜

男

子
個人

(単 )

容
＞
章
京

毛
東
成
＜

滝 澤 貴 志
(旭 川 )

′
ム

＞

山
一呂 知

横

＜

介

＞

浩

知

田
高

澤

＜

個人
(複 )

美
美
＞

智
真
城

内
井
都

堀
臼
＜ 新 居

木
内
鈴
山

恵
織
＞

一瑞
沙
ぢ

東  生 恵
稲 沢 理 代
(石 川 )

尋
子
＞

千
紀
京

田
美
束

ル
バ
　
　
　
一―
´

川
林
＜

第

二
十

二
回

人
王
子

女

子
個人

(単 )

美

＞

智
城

内

都
堀
く

沙 織
)(新 居 浜

山 内 稲 沢 理 代
(石 川 )

東 久 美 子

団体 北  九 州 東  京 仙 台 電 波 新 居 浜
個人
(複 )

輔
紀

＞

耕
友

州九

田

田

ヒ

山
有
＜

智
介
＞

明
亮
明

橋
開
有

板
吉
＜

大 上

篤

＞子

奇１

米

官

＜

真 樹 成 毛
川 路
(東

容

司
＞

章

武
京

男

子
個人
(単 )

容
＞

章

京
毛
東
成
＜ 局

′
ハ

＞
知

山横

＜

．篤
＞子

奇
Ｊ

米

官

＜
‘↑
、フ

豊

代
上

人

―
―　
　
一

医

＜
一

個人
(複 )

美

生
＞

由
弥
り、‐九

則 元
福 本
( 1ヒ

一美
美
＞

一智
真

城

内

井
都

堀

臼
＜

隠 地
川 崎
(奈

．恵
子
＞

宏
捺
良
司
　
．

尋
香
＞

千
美
京

畑

山
東

川
大
＜

第

二
十

三
回

南

国

女

子
個人

(単 )

福 本 弥 生
(北 九 州 )

則 元 由 美
(_」ヒ九 州 )

沙 織山

(

レ
ヘ
エ
， 田

岡 田 真 理 子

団 体 北 九 州 △  代 Z● ′、
山

個人
(複 )

輔

紀
＞

耕
友
州九

田

田

ヒ

山
有
＜

朗

＞
岩 本 雄 治
(人 代

園 上 豊 和 紀
介

＞

知
陽

山

澤
井
富

松

沢
＜

輔
平
”

洋
亮
電

山
花
′ｒ
ｈ
コ

奥
立
帥

男

子
個人

(単 )

介

＞

亮

明
開
有
吉
＜

容

＞

章
京

毛
東
成
＜

奥 山
波電ム

ロ
ーーコ
焔
”

洋 輔

(鹿 児 島 )
平 岡 旭 洋

個人
(複 )

元
本
ヒ

則
福
＜

由 美
弥 生
九 州 )

尋
香

＞

千
美
京

畑

山
東

川
大

＜
・

壼 間 電 波

野
上

槍

井

一奈
美

一可
絵 可 奈 子

(

隠 地
川 崎

第

二
十

四

回

函

館

女

子
個人

(単 )
福 本 弥

~E

(北 九 州 ) 明 石

田●Ｌ
●
， 恵 理 香 恵

＞
宏
良

地
奈
隠
＜
一

美

＞
則 元 由
(北 九 州

団 体 九
| 東_ 京 富  山 佐  世 保

個人

(複 )

輔
紀
＞

耕
友

洲九

田

田

ヒ

山
有

上

奥 村
内 田

( 」ヒ

尚

和

＞

仁

裕

ナ九

篤
也
＞
達
子

奇

　

・

１

＋

Ｋ

チ

、
ラ

官
筒
＜ 電 波

野
木
最
一
〓

北
元
∝

樹
輔
靖
大男

子
個人
(単 )

奥 村 仁 尚
(北 九 州 )

樹
の絆″

主
同

・
‘

立

電

野
晨， こ

レ

〕
〓
一Ｆ

大 澤 壮 史
(_」 小 牧 )

一児

＞

孝

松
井
高

安

＜

個人
(複 )

隠 地
川 崎
(奈

恵
子
＞

宏
捺
良
司

　
．

紀
奈

＞

美

広

明

木
部
有

柿

岡
＜

子
香
＞

紀
美
京

美

１
・ミ

ー
エ

ヨ
´

林
大
＜
一

レ
し

＜

子

＞

郁

石

條

明

田白
こ
■
● 恵 理 香

第

二
十

五

回

呉

女

子
個人
(単 )

恵
＞

宏
良

地
奈
隠

＜
田槌

＜ 明 石 )

恵 理 香 佐 伯
(富 山 商 船 )
有 希 子

)

か お り三 瓶

団体 北 九 州 富  山 有  明 ′lヽ 牧

個人
(複 )

輔

紀

＞

耕
友

州九

田

田

ヒ

山

有

＜

仁 尚
裕 和
州 )九

村

田
ヒ

奥

内

＜

大 輔

敬 順

浜 )居

智
木
新

越
真
＜

輔

＞

大

浜

部

居

我
新

曽

＜

高 橋 茂 樹

男

子
個人
(単 )

内 田 裕 和
(北 九 州 )

奥 村 仁 尚
(北 九 州 )

大 澤 壮 史
(苫 小 牧 )

一
＞
謙
良

井
奈
笹
＜

個人
(複 )

奈
紀
＞

広
美

明

部
木
有

岡
柿
＜

隠 地
木 村
(奈

恵

子
＞

宏
友
良 東 一只

加 津 美
か△ ―■―
ァT]ノ|ヽ

大 山 美 香 美
佳
＞

彩
静
″居

智
井
新

越
酒
＜

第

二
十

六

回
女

子

仙

台

個人
(単 )

美
＞
晴
代

野
人
栂
＜

沙

＞

美

明
木
有
柿
＜

恵

＞

宏
良

地
奈
隠
＜

か お り

館 )一‘

瓶

屁

三
＜
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島児鹿

(新 居 浜 )

宏 恵

良 )



■―
ノヽ
∠、 /、
場 種 目 1  イ立 2 位 位

Ｒ

）

第

二
十

七

回

牧

園

団体 北 九 州 富  山 明   石 秋  田

男

子

人
勘

個

絆

一
平
＞

淳

陽
洲九

田
畑
ヒ

上
峠
＜

也

司
＞

智

　
公

′，
憲
ォ

川
　
高

森

岡
＜

弘
喜
＞

康
茂

山

崎

下
富

高

山
く

樹

裕

＞
一

真
章
墟

部

田
官

阿
千
＜

へ
＞

個
ノ
蝉

コ
』

＞

玄

小友
州九

田

ヒ

有
＜

明
＞
広

田

藤
秋
伊

く

児
＞
孝
松

井
高
安
＜

志

＞

晃

ｒ
ヽ
コ万

生 田 目

東

女

子

ヽ

ヽ

＞

ノ

自
久

個

↑

絵

い

‐

瑯
彿
Ｅ

券

ま

ロ帥諄臨

美

子
＞

奈
奈

＾

真

美

三

口
村

、一ノ

野
下
て

美

里
＞

晴
知

代

野

田
人

栂

上

＜

沙
恵

＞

走
美

月

‥
喜

ヮ

木

１
有

―Ｉ
Ｈ

・柿

立

＜
尺

、
、

ツ

個
ノ
暉

美
＞
晴
代

野
人
栂
＜

―
、′

シ

～

´

＞

美

明
木
有
柿

＜
保久 静 佳

(鳥 羽 商 船 )
佐 伯 由 希 子
(富 山 商 船 )

第

二
十

人

回

富

山

巨
ι

ｒ 北 九 州 富  山 秋   田 明  石

男

子

人
助

個

０

平
輔

＞

陽
陽
洲九

畑
部
ヒ

峠

阿
＜

吾
明
＞
一

圭
広

田

永
藤
秋

辻
伊
く

弘
喜

＞

康
茂

山

崎

下
富

高

山
＜

亮
佑
＞
勇

山

西

石
富

中
大

＜
尺

、
、

ツ

個
ノ
蝉

児

＞
．

孝

松
井
高
安

＜
一
＞

隆

石

嶋

明
長
＜

吾
＞

土
土
四四

く
，κ

、ア

ィ不

・工社
＜ 九 州

三 井

女

子

人

動

個

幹

絵

か
＞

謝
る

ヨ

券

ま
ロ

紳
耕
哺

馬
彰

美

里
＞

晴

知
代

一野

田
人

一栂

上
＜

米 元 麻 由 美
赤 瀬 美 紗

ハ
旦油月一
商島大

奈
佳
麓

礼
静
商

又
保
羽

勝
久
鮮

ヽ

＞

個
ノ
蝉

美
＞
晴
代

野
人

栂
く

沙
＞
美

明
木
有
柿

＜

井
富

松
＜

ヵ
″
ヽ
ノ

る

―

ま

ロ

静 佳久 保

(鳥 羽 商 船 )

第

二
十

九

回

東

京

団体 北 九 州 鶴  岡 明  石 有  明

男

子

人
動

個

け

紀

平
＞

祐

陽
洲九

嶋

畑
ヒ

中
峠

＜

也
輔
＞

拓
圭
支

１

■
ク

子孫

Ｌ
モ

一安
晴

＜

也

之
＞
一

喜
康

岡

沼
原
鶴

大
菅

く

』
ヽ

し
―

　

一

５

１

＞

ヽ
ノ
一

孝
唯

路

田
光
釧

中

山
＜

入

ヽ

＞

個
ノ
蝉

明

＞

広

田

藤
秋
伊
＜

也

＞
．

智

松
川
高

森

＜

田

＜

拓 弥 士
心田 目 晃

柿 木 美 沙
渡

女

子

人
助

個

“

聡

か
＞

謝
る

ヨ

芳

ま
ロ

紳
耕
哺

馬
杉

子
奈
桐
美

堀

安

沖

貞

大 島 商 船

要

′

舟
粕 知

実

里

ヽ

＞

個
ノ
鮮

「
″

ヽ
′

ま る

山

井
富

松
＜

実

＞

結

岡

磨
●
５

要

在

舟
＜

ぅ

＞

一

真
川

藤
旭
佐
＜

美

＞

晴

代

辛
―
ロ
エ

栂

第

二

十

回

舞

鶴

北 九 州 高  松 有  明 鈴  鹿

男

子

人

動

個

“

祐

弥

＞

慶
拓

明

上

上
有

池

田
＜

広

斗
＞

孝

唯
路

田
光
釧

中

山
＜

■
り
＋
↑木

堤
昂

レ

し

良

九

史

広

喜
大

＞

交

　
山

デ
広

ｌ

ｌ

　

“理

山
辻
＜

尺

、

、
′

個
ノ
蝉 ―

〕

＋
ノ

レ
し

陽 平
口
円
ル
バ

峠 堤
「ヒ 九

広
＞
孝
路
田
釧

中

＜
生 田 目 晃 志

一只東

女

子

人

助

個

絆

総
か
＞

『
る

ヨ

芳

ま
ロ

紳
耕
哺

馬
彰

実

里知

腰
谷
舟
粕

子
奈
脚

桐
美
商

一堀
安
編

一沖
貞
Ｃ

南

穂
＞

菜

関

藤
寺

・

．′
・
・　
一

『

．

佐

ヽ
＜

へ

＞

個
ノ
蝉

′
″
＞

る

――ＩＨ

ま井
富
松
＜

美
＞
真
川

藤
旭

一佐
＜

桐 子

(大 島 商 船 )
沖 堀 沙

＞

美

明
木
有

柿

＜

第

二

十

一
回

新

居

浜

団体 北 九 州 高  松 鈴  鹿 有  明
史
広
ロ

昂

　

リ

良

九

十
‘
＋
↑

　

　

レ
し

木
堤
口

弥
英
＞

拓
貴

明

上
上
有

田
池
＜

紀
太
＞■ヽ

良
啓

，

居
藤
新

新

近
＜

広

斗
＞

孝
唯

路

田
光

釧

中

山
＜

ヽ
＞
に
蝉

史

＞

昂

リｈЧ

十

Ｊ

．‐

＋
↑

レ
し

大
↑
く

森 崇 史
松一昌

広

＞
孝
路

田
釧

中

＜
広  大辻

＜ 山

女

子

団体 鶴  岡 富  山 新 居 浜 近 畿 地 区選 抜
人
妙

個

∈

実

里
＞

結

口
司

磨

矢

Ｆ

要

谷
鶴

舟

粕
＜

か

穂

＞

る

ゞ
ヽ
ヨ

ま

力
万
ロ

井

下
富

松

山
＜

肖

メ

二

ォ

ｌ
　

　

ｒ
只

．

由
■
―

・場
　
居

三

Ｌ

一り

　

寿

一自

寸

一　

本

＜

子

奈

船

桐
美

商

堀
安

島

沖

貞

ブ
へ

＞

個
ノ
畔

力
″
＞

る

―

ま

ロ

井
富

松
＜

子
い
．
舟

桐

商

堀

島

沖

ブ
里

学

愛

大
口
畿
―
近

佳

＞

祐

代
口
人

山
＜
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大
′ゝ
アヽ 場 種 日 1     イ立 2  位 つ

０

第

十

回

函
館

男

子

団体 北 九 州 高  松 小   山 有  明

個人
(複 )

北 田 裕 也
小 川 直 人
(北 九 州 )

黒 子

嶺 井
(小

征 宏
幹 彦
山 )

平 澤 優 一

細 川 隆 喜
(高 松 )

田 上 拓 弥
岡 崎 雄 介
(有 明 )

個人
(単 )

木 村 昂 史
(北 九 州 )

辻
(

広  大
富 山 )

平 澤 優 一

(高 松 )

堤  良 広
(北 九 州 )

女
子

団体 鶴  岡 富 山 商 船 鈴  鹿 徳  山

|

個人
(複 )

河 村 美 咲
古 城 朋 子
(徳 山 )

粕 谷 知 里
舟 腰 佳 織
(鶴 岡 )

本す

山

上 真 希
本 智 子
削 商 船 )( 弓

山 下 奈 穂
山 崎 由 貴
(富 山 )・

個人

(単 )

沖 堀 桐 子
(大 島 商 船 )

貞 安 美 奈
(大 島 商 船 )

三 浦 千 佳
(一 関 )

粕 谷 知 里
(鶴 岡 )

第

十

回

福
岡

甲
フフ

子

団体 有  明 函  館 高  松 北 九 州
個人
(複 )

北 田 裕 也
小 川 直 人

(北 九 州 )

田 上 拓 弥
池 上 貴 英
(有 明 )

五 十 嵐 凌
佐 藤 一 誠
(鶴 岡 )

大 西 貴 博
大 越  聴
(函 館 )

個人
(単 )

岡 崎 雄 介
(有 明 )

武 川 浩 之
(有 明 )

官 原 亮 太

(米 子 )

平 澤 優 一

(高 松 )

女

子

団体 富 山 商 船 有  明 徳  山 宮  城

個人
(複 )

河 村 美 咲
古 城 朋 子
(徳 山 )

小 川 梨 沙
小 川 紗 貴
(富 山 商 船 )

佐 野 友 美
米 山 沙 弥
(沼 津 )

舟 腰 佳 織
大 場 育 美
(鶴 岡 )

個人
(単 )

河
(

村 美 咲
徳 山 )

山 口 祐 佳
(人 代 )

舟 腰 佳 織
(鶴 岡 )

米 山 沙 弥
(沼 津 )

男
子

団体

個人
(複 )

｀
ヽ

個人
(単 )

女
子

団 体

個人
(複 )

個人
(単 )

男

子

団体

個人
(複 )

個人
(単 )

女
子

団体

個人
(複 )

個人
(単 )
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第 45回 全国高等専 門学校体育大会
第34回全日本 等専門学校バドミントン選手権大会
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いい汗かこう ::

ナガノスポーッ
本店 鈴鹿市白子駅前21番 8号 白子駅前センター

丁EL
FAX
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059-386-6111
059-386-9933
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外商部 鈴鹿市中江島町 16番 20号

TEL&FAX 059-386-5113
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鈴鹿市立体育館
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●
ファミリーマート

● ● 第二銀行
11:|:

●

至津

近鉄白子駅

ジヤスコサンズ店

至四日市

R

匡コ



マイル&ポイントの

併せワザで次の旅が

おトクに実現する“多機能力…ド"

入会受付中 ::

JTB旅カード JMBの 詳 しい情 報 は⌒

夕B`膚(角〃
http://tabicard.]p

JTB旅カードJMB

|   |
|   |

J13 ム|ア |[支た

ミリちやヽ

`lら

,じゃい春せ。

』「Bあ鈍 支店のUちゃんこ申しきす。

私たちの合言薫惨
『あなた視点で

旅例口足つくら勝す。」です。

|   |

1・  J
Lヽ_ノ

轟
由

口
一

二重県四日市市浜田町5-27第 3加藤ビル
【店l覆】TEL:059-353-8611
営業時間10:00～ 18:00

【団体】TEL:059-352-7341
営業時間09130～ 17:30
日曜・祝日定休

市支店JTB四

□
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こ⑪第45 △コ巳 高等専門学校体育大会
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衝撃のスマッシュ。
世界最速スマッシュ!初速421km/h
近年、高速化が著しいバドミントンの世界において、

最速スマツシュスピードの実現を目的に開発された

フラツグシツプモデJLタン。ブンホン選手 (マレーシア)
によるテストでは、前人未到の421kmノhの初速を印

き出した !シヤフトをよリスリムに、フレーム面もギリ

ギリまで餃つた、いわば体臓肪ゼロのアスリートのよ

うなラケット。ブレイヤーのポテンシャルを限界まで

引き出すアークセイバー2‐スラツシュ。

この衝撃のスマッシュを体感して欲しい。
※(株 ,ナツクイメーンテクノロシー計測価

アークセイバーZ‐スラッシュ IARC‐ZS
¥26.250(本 体饉格マ6.000) 日本製

.`■1,                                 ヽ
°9=κ ^～
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全国高専体育大会の歌
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大会スローガン

心にきざめ !青春の輝き

第 45回 全国高等専門学校体育大会
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